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�［
要
旨
］「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
学
術
ト
ラ
イ
ア
ル
」
を
利
用
し
、「
文
字
言
語
で
語

る
小
説
・
小
説
家
が
映
像
媒
体
で
語
ら
れ
る
時
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
に
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る
石
川
淳
お
よ
び
石
川
淳
作
品
に
関
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
（
報
道
番

組
を
除
く
、
ラ
ジ
オ
番
組
・
テ
レ
ビ
番
組
）
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

若
干
の
考
察
を
示
す
。

　
　
　

�　

合
計
一
三
件
の
番
組
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
番
組
で
は
石
川
淳
の

受
け
答
え
を
肉
声
で
聴
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
「
鷹
」
を
通
し
て
、

作
品
の
聴
覚
的
側
面
が
強
調
さ
れ
、
作
品
イ
メ
ー
ジ
が
立
体
化
さ
れ
る
さ
ま
が
確
認
で
き

た
。
朗
読
番
組
で
は
、
自
作
朗
読
も
含
め
て
素
直
に
作
品
テ
ク
ス
ト
を
読
み
上
げ
る
タ
イ

プ
だ
け
で
な
く
、
作
品
世
界
の
映
像
化
と
朗
読
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
タ
イ
プ
の
も
の

に
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
品
か
ら
出
発
し
て
作
品
に
帰
る
と
い
う
接
し
方
以
外
に
も
、

作
品
を
あ
く
ま
で
も
き
っ
か
け
と
し
、
作
品
の
提
出
し
た
も
の
を
押
し
広
げ
て
ゆ
く
と
い

う
接
し
方
も
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
朗
読
番
組
の
変
化
あ
る
い
は
振
れ
幅
か
ら
、

相
応
に
歴
史
の
あ
る
朗
読
番
組
と
は
何
か
と
い
う
考
察
も
促
さ
れ
た
。

　
　
　

�［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
…
石
川
淳
・
小
説
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
朗
読

　

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
と
石
川
淳

　
　
　
　
　

―
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
学
術
ト
ラ
イ
ア
ル
を
利
用
し
て
み
て

山　

口　

俊　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
は
じ
め
に

　
一
　
石
川
淳
に
関
わ
る
番
組
の
全
体
像

　
二
　
石
川
淳
に
関
わ
る
ラ
ジ
オ
番
組

　
三
　
石
川
淳
に
関
わ
る
テ
レ
ビ
番
組

　
四
　
文
字
言
語
と
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
・
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア

　
お
わ
り
に

　
　［
キ
ャ
プ
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ー
映
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（
静
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画
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］
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は
じ
め
に

　

現
在
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
公
募
形
式
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
学
術
ト
ラ
イ
ア
ル
」

と
称
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
稿
者
は
、
二
〇
一
六
年
度
第
一
回
の
公
募
に

応
募
し
、
採
択
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
調
査
結
果
の
報
告
で
あ

る
。

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
学
術
ト
ラ
イ
ア
ル
」
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
の

で
あ
る
。

　

学
術
利
用
ト
ラ
イ
ア
ル
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
こ
れ
ま
で
放
送
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ

イ
ブ
ス
で
保
存
し
て
い
る
番
組
を
大
学
な
ど
の
研
究
者
に
見
て
い
た
だ
き
、
学

術
的
に
利
用
す
る
方
法
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
公
募
で
採
択
さ
れ

た
研
究
者
に
は
、
東
京
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館
ま
た
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
の

研
究
閲
覧
室
で
、
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
番
組
を
選
ん
で
閲
覧
し
、
そ
の
成
果

を
研
究
論
文
や
学
会
発
表
な
ど
に
つ
な
げ
、
放
送
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
六
六
組
の
研
究
者
の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
一
〇
月
か
ら
は
、
応
募
か
ら
審
査
ま
で
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る

な
ど
し
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
、
公
募
の
回
数
を
年
四
回
に
増
や
し
、

よ
り
多
く
の
研
究
者
の
方
々
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
運
営
を
改
め
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
時
代
を
記
録
し
て
き
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
番
組
を
、
新
し
い
視
点
で
視

聴
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
か
ら
新
た
な
知
見
を
切
り
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す（

１
）。

「
閲
覧
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
し
て
は
、

テ
レ
ビ
草
創
期
の
も
の
か
ら
最
近
の
も
の
ま
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
過
去
に
放
送
し
た

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
あ
ら
ゆ
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
、
約
六
五
万
本
が
閲
覧

で
き
ま
す
。

※
ニ
ュ
ー
ス
は
閲
覧
対
象
外
で
す
。

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
組
織
的
な
保
存
を
始
め
た
一
九
八
一
年
以
降
の
も
の
が
中
心
で
、

過
去
に
放
送
さ
れ
た
番
組
全
て
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん（

２
）。

と
あ
る
が
、
実
際
に
検
索
し
て
み
る
と
、
一
九
八
一
年
以
前
の
も
の
で
も
ラ
ジ
オ
番

組
を
中
心
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
が
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
た
。

　

こ
の
公
募
制
の
制
度
に
稿
者
は
次
の
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ
で
応
募
し
た
。

「
文
字
言
語
で
語
る
小
説
・
小
説
家
が
映
像
媒
体
で
語
ら
れ
る
時
」

文
字
言
語
が
映
像
（
視
聴
覚
言
語
）
の
中
に
置
き
換
え
ら
れ
、
あ
る
種
の
越
境

を
果
た
し
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
変
質
す
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
新
た
な

価
値
を
付
与
さ
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
と
の
小
説
作
品
の

魅
力
や
作
家
の
あ
り
方
に
新
た
な
照
明
が
与
え
ら
れ
、
作
品
の
価
値
・
魅
力
を

再
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、そ
の
た
め
に
は
具
体
的
な
映
像
作
品（
番

組
）
を
繰
り
返
し
視
聴
す
る
と
い
う
基
礎
的
な
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。
ヴ
ィ
デ

オ
商
品
と
し
て
出
回
っ
て
い
な
い
以
上
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
ア
ク
セ
ス
せ
ず
に

こ
の
作
業
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
利
用
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る（

３
）。

　

実
際
に
利
用
ト
ラ
イ
ア
ル
の
資
格
を
与
え
ら
れ
て
石
川
淳
お
よ
び
そ
の
作
品
に
関
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わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
精
密
に
検
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
作
品
の
ラ
ジ
オ
番
組
化
・
テ

レ
ビ
番
組
化
は
意
外
に
少
な
く
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
ほ
う
が
ま
だ
し
も
多
い
こ
と
が

分
か
り
、
応
募
時
の
予
想
が
裏
切
ら
れ
た
面
も
あ
っ
た
が
、
番
組
を
つ
ぶ
さ
に
視
聴

す
る
と
い
う
基
礎
的
作
業
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫

で
あ
っ
た
。

　

以
下
、
利
用
ト
ラ
イ
ア
ル
を
許
さ
れ
た
三
か
月
間
、
計
一
一
回
に
わ
た
っ
て
芝
・

愛
宕
山
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
博
物
館
に
通
っ
て
検
索
・
閲
覧
し
た
結
果
、
得
ら
れ
た
知
見
に
つ

い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
閲
覧
に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
若
干
の
考
察
を
提
示
し
た
い
。

　
　
　
一
　
石
川
淳
に
関
わ
る
番
組
の
全
体
像

　

今
回
の
調
査
で
コ
ン
テ
ン
ツ
の
存
在
を
確
認
で
き
た
石
川
淳
お
よ
び
そ
の
作
品
に

関
わ
る
番
組
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
番
組
名
、
初
回
放
送
日
、
放
送
開
始
時
刻
、

保
存
デ
ー
タ
の
長
さ
（
分
：
秒
）、
放
送
波
の
種
類
、
の
順
で
示
す
。

①�

教
養
特
集
「
文
壇
よ
も
や
ま
話
」
―
石
川
淳
さ
ん
を
囲
ん
で　

1959/08/31

　

20

：0 （
４
）

0

（61

：00

）　

ラ
二

②�

朝
の
訪
問　

石
川
淳　

1963/12/19　

07

：4 （
５
）

5

（13

：24

）　

ラ
一

③�

作
家
と
作
品　

石
川
淳
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
対
談
（
奥
野
健
男
・
大
江
健
三
郎
）、

自
作
朗
読
（
石
川
淳
「
紫
苑
物
語
」）　1965/07/03　

22

：15

（39

：50

）�

Ｆ
Ｍ

④�

文
芸
劇
場
「
鷹
」　1972/05/13　

09

：05

（55

：25

）　

ラ
一

⑤�

ラ
ジ
オ
名
作
劇
場
「
鷹
」　1984/09/23　

不
詳
（69

：50

）　

ラ
二

⑥�

近
代
の
文
学
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
）「
普
賢
」（
１
）　1985/01/21�

21

：00

（45

：45

）　

ラ
二

⑦�

近
代
の
文
学
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
）「
普
賢
」（
２
）　1985/01/28�

21

：00

（45

：35

）　

ラ
二

⑧�

近
代
の
文
学
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
）「
紫
苑
物
語
」　1986/01/27　

21

：00

（44

：57

）　

ラ
二

⑨�

Ｅ
Ｔ
Ｖ
８　

作
家
が
読
む
こ
の
一
冊
（
１
）　

野
坂
昭
如
「
黄
金
傅
説
」（
石

川
淳
・
著
）1987/12/21　

20

：00

（45

：00

）　

教
育

⑩�

Ｅ
Ｔ
Ｖ
８　

文
化
ジ
ャ
ー
ナ
ル　

さ
よ
う
な
ら
石
川
淳
さ
ん
、
ほ
か　

1988/01/22　

20

：00

（45

：00

）　

教
育

⑪�

Ｅ
Ｔ
Ｖ
８　

時
代
の
中
の
文
学
賞
―
芥
川
賞
・
直
木
賞
１
０
０
回
目

　

1989/01/17　

20

：00

（45

：00

）　

教
育

⑫�

趣
味
百
科　

俳
句　

句
会
に
つ
い
て　

1990/04/05　

21

：30

（29

：30

）�

教
育

⑬�

朗
読
紀
行　

に
っ
ぽ
ん
の
名
作　

石
川
淳
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」（
１
９
４
６

年
） 2001/01/29　

23

：20

（49

：50

）　

Ｂ
Ｓ
ｈ
ｉ

⑭�

週
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー　

2009/07/18　

08

：30

（54

：00

）　

Ｂ
Ｓ
２

　

一
応
、
こ
れ
ら
一
四
件
と
な
る
が（
６
）、

④
は
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ー
タ
が
現
時
点
で
ア
ク

セ
ス
可
能
な
形
で
残
っ
て
お
ら
ず
、
再
編
集
版
と
見
ら
れ
る
⑤
の
ほ
う
で
の
聴
取
と

な
っ
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
以
降
で
具
体
的
に
見
て
行
く
が
、
そ
の
前
に
、
リ
ス
ト
に

見
ら
れ
る
特
徴
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
ラ
ジ
オ
番
組
か
、
そ
れ
と
も
テ
レ
ビ
番
組
か
と
い
う
基
準
で
の
区
分
。

①
～
⑧
は
ラ
ジ
オ
番
組
、
⑨
～
⑭
は
テ
レ
ビ
番
組
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
作
家
・
石
川
淳
そ
の
人
が
出
演
し
た
番
組
か
、
石
川
淳
そ
の
人
の
消
息
に

関
わ
る
番
組
か
、
そ
れ
と
も
石
川
淳
の
作
品
に
関
わ
る
番
組
か
、
と
い
う
基
準
に
よ
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る
区
分
。
石
川
が
出
演
し
た
番
組
は
①
～
③
、
石
川
の
消
息
に
関
わ
る
番
組
は
⑩
と

⑪
、
石
川
作
品
に
関
わ
る
番
組
は
、
残
り
の
④
～
⑨
、
⑫
～
⑭
と
な
る
。
た
だ
し
、

消
息
と
は
言
っ
て
も
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
今
回
の
ト
ラ
イ
ア
ル
の
対
象
と
は
な
っ
て

お
ら
ず
、
検
索
・
調
査
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
ざ
っ
と
全
体
像
を
把
握
し
た
上
で
、
次
章
以
降
、
各
番
組
の
内
容
を

も
う
少
し
詳
し
く
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
時
系
列
順
と
も
合
致
す
る
ゆ

え
、
ラ
ジ
オ
番
組
、
テ
レ
ビ
番
組
の
順
に
古
い
も
の
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
二
　
石
川
淳
に
関
わ
る
ラ
ジ
オ
番
組

①
教
養
特
集
「
文
壇
よ
も
や
ま
話
」
―
石
川
淳
さ
ん
を
囲
ん
で

　

1959/08/31　

20

：00

（61

：00

）　

ラ
二

　

こ
の
時
期
に
放
送
さ
れ
て
い
た
「
教
養
特
集
」
の
毎
月
最
後
の
回
が
、「
文
壇
よ

も
や
ま
話
」
と
し
て
、
文
藝
春
秋
社
編
集
局
長
・
池
島
信
平
と
中
央
公
論
社
社
長
・

嶋
中
鵬
二
が
作
家
に
話
を
聞
く
形
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
回
に
よ
っ
て
嶋
中
が

欠
け
た
り
（
江
戸
川
乱
歩
）、
嶋
中
の
代
わ
り
に
吉
野
源
三
郎
が
入
っ
た
り
し
た
回

も
あ
る
（
山
本
有
三
）。

　

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
検
索
に
よ
れ
ば
、
石
川
淳
以
外
に
、
正
宗
白
鳥
（
一
九
五
九
年
）、

佐
々
木
茂
索
（
同
）、
山
本
有
三
（
同
）、
江
戸
川
乱
歩
（
同
）、
長
与
善
郎
（
同
）、

小
林
秀
雄
（
同
）、
久
保
田
万
太
郎
（
同
）、
吉
川
英
治
（
一
九
六
〇
年
）、
尾
崎
士

郎
（
同
）、
石
坂
洋
次
郎
（
同
）、
野
上
弥
生
子
（
同
）、
谷
崎
潤
一
郎
（
同
）、
獅
子

文
六
（
同
）、
川
端
康
成
（
同
）、
井
上
靖
（
同
）、
室
生
犀
星
（
一
九
六
一
年
）、
舟

橋
聖
一
（
同
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
検
索
で
は
嶋

中
鵬
二
が
永
井
荷
風
と
対
談
し
た
番
組（
一
九
五
三
年
一
月
六
日
放
送
）の
題
も「
文

壇
よ
も
や
ま
話
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
荷
風
全
集　

別
巻
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
一
）
の
「
後
記
」（
四
四
六
頁
）
に
「
荷
風
よ
も
や
ま
話
」
と
題
さ
れ
て
い

た
と
あ
り
、
正
確
な
題
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
。
た
だ
、
時
期
が
離
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
ひ
と
ま
ず
一
九
五
九
年
か
ら
六
一
年
ま
で
の
一
続
き
の
も
の
と
は
別

の
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う（

７
）。

　

こ
の
放
送
番
組
「
文
壇
よ
も
や
ま
話
」
は
、
一
九
六
一
年
四
月
、
一
二
月
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
編
『
文
壇
よ
も
や
ま
話
（
上･

下
）』（
青
蛙
房
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
内
容
か
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
作
家
を
補
え
ば
、
村
松

梢
風
（
一
九
五
九
年
）、
丹
羽
文
雄
（
一
九
六
〇
年
）、
佐
藤
春
夫
（
同
）、
瀧
井
孝

作
（
同
）、
中
山
義
秀
（
同
）、
大
佛
次
郎
（
同
）
と
な
る
。

　

最
終
回
で
あ
る
大
佛
次
郎
の
回
（
一
九
六
一
年
三
月
二
七
日
）
の
放
送
後
、
間
を

置
か
ず
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
評
判
の
良
い
番
組
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
を
利
用
し
て
聴
く
こ
と
の
で
き
た
石
川
淳
の
回
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
既
に
文
字
起
こ
し
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
の
新
味
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
石
川
淳
の
肉
声
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
や
は
り
貴
重
で
あ
る
。
半
世
紀
以
上
と
い
う
時
間
の
経
過
の
た
め
、

音
質
の
劣
化
は
免
れ
な
い
が
、
聞
き
手
の
巧
み
な
問
い
か
け
に
応
じ
る
、
高
め
の
声

で
や
や
早
口
で
淀
み
な
く
し
ゃ
べ
る
石
川
淳
の
語
り
を
た
っ
ぷ
り
一
時
間
近
く
に
わ

た
っ
て
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
書
籍
化
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
較
べ
て
み
る
と
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
や
座
談
会

が
文
字
起
こ
し
さ
れ
活
字
化
さ
れ
る
場
合
の
常
と
し
て
、
あ
い
づ
ち
や
繰
り
返
し
に

な
っ
て
い
る
冗
長
な
部
分
な
ど
は
刈
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
改
変
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
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②
朝
の
訪
問　

石
川
淳　

1963/12/19　

07

：45

（13

：24

）　

ラ
一

　

ラ
ジ
オ
番
組
「
朝
の
訪
問
」
は
、
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
放

送
さ
れ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
検
索
で
は
約
二
八
〇
件
ヒ
ッ
ト
す
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
形

式
の
番
組
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
相
手
に
選
ば
れ
た
の
は
、
石
川
淳
の
よ
う
な

作
家
だ
け
で
な
く
、
安
井
曾
太
郎
、
坂
口
安
吾
、
喜
多
村
緑
郎
、
大
佛
次
郎
、
高
浜

虚
子
、
馬
場
恒
吾
、
幣
原
喜
重
郎
、
阿
部
次
郎
、
新
村
出
、
田
中
絹
代
、
大
谷
竹
次

郎
、
横
山
大
観
、
会
津
八
一
、
秩
父
宮
雍
仁
親
王
、
林
芙
美
子
、
有
島
生
馬
、
松
永

安
左
衛
門
、
青
野
季
吉
、
宮
崎
燁
子
（
柳
原
白
蓮
）、
…
…
画
家
、
伝
統
芸
能
に
携

わ
る
人
、
学
者
、
実
業
家
、
政
治
家
、
皇
族
、
等
々
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
石
川
淳
の
前
の
回
は
、
中
村
歌
右
衛
門
（
六
世
）
で
あ
る
。

　

一
三
分
程
度
の
短
い
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
た
め
、
六
〇
分
近
く
あ
っ
た
前
項
①
「
文

壇
よ
も
や
ま
話
」
に
較
べ
る
と
あ
っ
さ
り
し
て
お
り
、
内
容
が
濃
い
と
は
言
え
な
い
。

と
は
言
え
、
こ
れ
ま
で
文
字
起
こ
し
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
に

稿
者
が
文
字
起
こ
し
し
た
も
の
を
示
し
て
お
く
。（
相
手
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
最
中

に
か
ぶ
さ
る
あ
い
づ
ち
は
拾
わ
な
い
な
ど
、
多
少
整
理
し
て
あ
る
。）

中
島
和
三
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

放
送
な
ど
は
あ
ま
り
お
好
き
じ
ゃ
な
い
ほ
う
で
す

か
。

石
川
淳　

そ
う
で
す
ね
、
こ
れ
、
ま
あ
お
た
く
の
前
で
す
け
ど
…
…
ハ
ハ
ハ
ハ

ハ
。

中
島　

ご
遠
慮
な
し
に
…
…
。

石
川　

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
好
き
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

中
島　

あ
あ
。
あ
の
、
お
出
に
な
る
こ
と
が
お
嫌
い
な
ん
で
す
か
。
そ
の
、
お

聞
き
に
な
っ
た
り
ご
覧
に
な
っ
た
り
す
る
ほ
う
も
お
嫌
い
で
す
か
。

石
川　

そ
う
で
す
ね
、
う
～
ん
、
ま
あ
、
あ
ん
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
ね
。
聞
い
た

り
見
た
り
…
…
。
テ
レ
ビ
な
ど
…
…
。
え
え
、
よ
そ
へ
い
く
と
や
っ
て
れ
ば

見
る
っ
て
こ
と
は
あ
る
け
ど
…
…
、
ま
あ
、
積
極
的
で
な
い
で
す
。
ハ
ハ
ハ

ハ
。

中
島　

う
～
ん
、
講
演
な
ど
も
？

石
川　

講
演
、
だ
め
で
す
ね
。
ま
あ
、
講
演
で
し
ゃ
べ
っ
て
も
二
〇
分
そ
こ
そ

こ
だ
な
。

中
島　

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

石
川　

あ
ま
り
長
丁
場
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
が
な
い
し
ね
。
や
っ
て
も
う
ま
く
い

か
な
い
で
し
ょ
う
、
き
っ
と
。

中
島　

そ
う
で
す
か
。

石
川　

う
ん
。

中
島　

だ
い
た
い
、
じ
ゃ
あ
、
そ
の
、
こ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
が
す
べ
て
億
劫

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

石
川　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
億
劫
と
い
え
ば
億
劫
で
し
ょ
う
、
要
す
る
に
不
精

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

中
島　

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

石
川　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
何
も
、
嫌
い
な
こ
と
を
努
め
て
や
る
こ
と
は
な
い
。

好
き
な
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
れ
ば
い
い
っ
て
い
う
。

中
島　

え
え
。

石
川　

そ
れ
は
何
も
選
ぶ
っ
て
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
。
ど
れ
が
好
き
で

ど
れ
が
嫌
い
っ
て
い
う
風
に
選
ん
で
や
る
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
自
然

と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
ね
え
、
結
果
か
ら
見
る
と
ね
。
ど
う
や
ら

勝
手
な
こ
と
し
て
る
っ
て
わ
け
で
す
よ
。

中
島　

や
、
結
構
で
す
ね
、
し
か
し
。



64

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 23 号

石
川　

う
ん
、
し
か
し
、
高
が
し
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
人
間
、
勝
手
な
こ
と
を

す
る
っ
て
言
っ
た
っ
て
。
そ
う
は
い
か
な
い
も
ん
で
ね
。

中
島　

そ
の
お
好
き
な
こ
と
っ
て
、
や
は
り
筆
を
お
執
り
に
な
る
こ
と
で
す
か
。

石
川　

い
や
い
や
、
こ
れ
は
い
け
な
い
。

中
島　

お
、
そ
う
で
す
か
？

石
川　

だ
っ
て
、
こ
り
ゃ
あ
、
ま
あ
ね
え
、
筆
執
る
こ
と
な
ん
か
が
好
き
だ
な

ん
て
、
こ
れ
は
も
う
一
番
嫌
い
な
の
が
筆
を
執
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

中
島　

そ
う
で
す
か
。

石
川　

ま
あ
商
売
で
ね
、
や
っ
て
ま
す
け
ど
ね
、
ま
あ
、
好
き
で
や
っ
て
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
で
す
。

中
島　

と
い
っ
て
、
し
か
し
、
あ
の
う
、
お
書
き
に
な
っ
た
も
の
を
、
え
え
、

時
た
ま
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
、
拝
見
致
し
ま
す
と
、
そ
う
、
こ
う
、
別
に
厭

世
的
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
も
な
い
で
す
ね
。

石
川　

そ
う
で
す
。
厭
世
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
ほ
ん
と
に
厭
世
だ
っ
た
ら
な
ん

に
も
書
か
な
い
っ
て
こ
と
に
、
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

中
島　

で
そ
の
、
ど
ち
ら
か
と
言
い
ま
す
と
、
こ
う
非
常
に
意
欲
的
に
、
な
面

も
私
、
窺
え
ま
す
け
れ
ど
ね
。

石
川　

う
ん
。
そ
り
ゃ
ま
、
書
き
出
せ
ば
ね
。

中
島　

概
し
て
、
し
か
し
、
あ
ま
り
お
書
き
に
な
り
ま
せ
ん
で
す
ね
。

石
川　

そ
う
で
す
。

中
島　

こ
れ
も
ど
う
な
ん
で
す
か
、
や
は
り
そ
の
多
少
、
億
劫
な
ん
で
す
か
。

石
川　

う
ん
、
そ
こ
を
ど
う
言
う
ん
で
す
か
ね
、
そ
り
ゃ
、
え
え
、
書
か
な
い
っ

て
こ
と
は
商
売
繁
盛
し
な
い
っ
て
こ
と
に
な
る
か
ら
、
あ
ま
り
ぞ
っ
と
し
な

い
ん
だ
け
ど
も
、
し
か
し
ま
あ
、
事
実
と
し
て
ね
え
、
ま
あ
、
ほ
か
の
、
こ

れ
も
ほ
か
の
、
比
較
で
す
よ
、
ほ
か
の
人
と
比
べ
て
、
そ
ん
な
に
分
量
、
行
っ

て
ま
せ
ん
ね
。
量
産
が
な
い
ん
で
す
よ
。

中
島　

あ
あ
。

両
人　

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
（
笑
）。

中
島　

最
近
の
産
業
界
は
、
こ
れ
は
も
う
大
量
生
産
の
時
代
で
す
け
ど
ね
。
大

量
生
産
で
す
と
、
や
は
り
ど
う
し
て
も
質
が
悪
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
で

す
ね
。

石
川　

ま
あ
大
量
生
産
だ
か
ら
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う

け
ど
ね
。
我
々
の
商
売
、
こ
れ
は
、
結
局
は
、
こ
れ
、
居い

じ

職ょ
く

で
す
か
ら
ね
。

中
島　

あ
あ
。

石
川　

ま
、
手
工
業
で
、
手
を
使
う
。
中
に
は
ま
あ
、
え
え
、
飛
行
機
に
乗
っ

て
、
そ
ん
中
で
、
こ
う
、
し
ゃ
べ
っ
て
書
く
と
い
う
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
ね
、
な
あ
ん
て
っ
た
っ
て
、
手
で
何
か
持
っ

て
、
こ
う
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
し
た
っ
て
ね
、
や
れ
る
人
だ
っ
て
や
っ
ぱ

り
あ
れ
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
打
つ
ん
だ
か
ら
。
口
述
に
し
た
っ
て
口
動
か

す
で
し
ょ
う
。
結
局
は
ね
え
、
家
内
工
業
的
な
も
ん
で
す
な
、
こ
れ
は
。

中
島　

は
あ
。
興
が
乗
れ
ば
書
く
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か
。

石
川　

そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
問
題
な
ん
で
す
ね
え
。
興
が
乗
っ
て
ね
、
こ
れ
は

ち
ょ
っ
と
文
学
論
に
な
っ
ち
ゃ
う
け
ど
、
興
が
乗
っ
て
書
い
ち
ゃ
い
け
な
い

と
僕
は
思
う
ん
で
す
。
興
な
ん
か
乗
る
必
要
が
な
い
っ
て
思
い
ま
す
ね
。
こ

れ
は
、
小
説
の
場
合
ね
。
ま
あ
、
歌
・
俳
諧
、
こ
れ
は
ね
え
、
ま
あ
、
興
が

乗
っ
て
、
な
ん
か
酔
っ
払
っ
て
て
、
な
ん
か
歌
が
ひ
ょ
い
と
で
き
る
っ
て
こ

と
は
、
そ
り
ゃ
あ
、
あ
り
え
な
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
そ
り
ゃ
あ
り
え
ま
す
け

ど
ね
。
で
も
小
説
の
場
合
は
、
興
な
ん
か
、
興
が
乗
っ
て
書
く
な
ん
て
こ
と

は
、
全
然
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
す
ね
。
少
な
く
と
も
必
要
で
な
い
な
。
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中
島　

は
あ
。

石
川　

な
の
で
要
ら
な
い
で
す
、
と
僕
は
思
う
ん
で
す
が
ね
。
だ
か
ら
僕
も
な

る
べ
く
、
な
る
べ
く
っ
て
の
は
お
か
し
い
な
、
実
際
に
、
僕
は
、
つ
ま
り
、

興
が
乗
っ
て
あ
ん
ま
り
書
い
た
と
い
う
こ
と
は
そ
ん
な
に
な
い
で
す
。

中
島　

ほ
う
。

石
川　

じ
ゃ
ま
な
も
ん
だ
と
思
う
ね
。

中
島　

そ
う
で
す
か
。

石
川　

小
説
に
は
ね
。
こ
れ
は
ま
あ
小
説
論
だ
か
ら
、
あ
ま
り
面
白
い
話
に
な

ら
な
い
で
す
け
ど
ね
。

中
島　

い
や
い
や
、
大
変
興
味
深
い
で
す
ね
。
そ
う
で
す
か
ね
。
じ
ゃ
あ
、
ど

う
言
う
ん
で
す
か
、
そ
の
、
や
は
り
、
こ
れ
を
書
こ
う
と
い
う
何
か
そ
う
い

う
も
の
は
あ
る
わ
け
で
す
か
。

石
川　

う
～
ん
、
書
い
て
く
と
ね
、
書
い
て
く
う
ち
に
出
て
き
ま
す
よ
。

中
島　

は
あ
。

石
川　

じ
ゃ
あ
出
て
来
る
っ
て
、
う
ま
く
何
も
誰
か
が
引
き
受
け
て
く
れ
て
い

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
出
て
来
な
い
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
ま
あ
、

そ
う
い
う
も
ん
で
す
ね
。
書
い
て
く
う
ち
に
出
て
く
る
も
ん
だ
っ
て
こ
と
だ

な
。

中
島　

よ
く
言
う
モ
チ
ー
フ
と
か
な
ん
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
。

石
川　

う
ん
、
そ
ん
な
も
の
は
、
ど
う
で
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

中
島　

は
あ
。

石
川　

要
ら
な
い
で
す
、
こ
れ
も
。

中
島　

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

石
川　

は
じ
め
に
ね
、
は
じ
め
に
モ
チ
ー
フ
っ
て
こ
と
は
い
ら
な
い
、
考
え
な

く
て
い
い
。

中
島　

先
生
の
、
あ
の
、
お
書
き
に
な
っ
た
も
の
は
、
だ
い
た
い
で
す
ね
、
小

説
に
し
て
も
随
筆
に
し
て
も
で
す
ね
、
ま
、
そ
の
、
ま
あ
私
ど
も
凡
庸
の
、

そ
の
、
と
こ
ろ
か
ら
言
い
ま
す
と
、
や
は
り
ち
ょ
っ
と
、
多
少
難
し
い
と
思

う
ん
で
す
け
ど
ね
。

石
川　

そ
う
で
す
か
ね
え
。

中
島　

え
え
。

石
川　

ま
あ
小
説
な
ん
て
の
は
、
こ
れ
は
易
し
く
あ
る
べ
き
も
の
だ
け
ど
。
だ

い
た
い
ね
、
建
前
と
し
て
は
易
し
い
も
ん
だ
な
、
こ
れ
。
つ
ま
り
こ
の
、
受

け
取
る
人
が
受
け
取
り
や
す
い
っ
て
意
味
で
ね
。
受
け
取
り
に
く
い
も
の
で

は
な
い
は
ず
で
す
が
ね
。
ま
あ
、
難
し
い
か
易
し
い
か
、
こ
れ
は
ま
あ
い
ろ

い
ろ
基
準
が
あ
っ
て
、
そ
り
ゃ
ま
あ
、
一
口
に
言
え
な
い
け
ど
、
受
け
取
り

や
す
く
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
小
説
の
場ば

や
い合

ね
、
や
っ
ぱ
り

そ
う
い
う
風
に
な
り
ま
す
ね
。

中
島　

え
え
。

石
川　

し
か
し
、そ
れ
で
も
受
け
取
れ
な
い
て
い
う
の
は
、こ
れ
は
た
ぶ
ん
し
ょ

う
が
な
い
で
す
ね
。

中
島　

受
け
取
れ
な
い
ほ
う
が
悪
い
で
す
ね
。

石
川　

い
え
悪
い
っ
て
も
の
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
は
ま
あ
、
し
ょ
う
が
な
い
で
す

ね
。
し
ょ
う
が
な
い
っ
て
こ
と
で
す
ね
。
何
も
人
を
咎
め
る
こ
と
で
は
な
い

ん
で
。

中
島　

あ
の
う
、
文
章
の
長
さ
か
ら
言
う
と
で
す
と
ね
、
わ
り
に
お
長
い
ほ
う

で
し
ょ
う
？　

セ
ン
テ
ン
ス
の
長
さ
が
。

石
川　

わ
り
あ
い
に
ね
、
で
し
ょ
う
。
わ
り
あ
い
に
長
い
ほ
う
で
し
ょ
う
ね
。

中
島　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
あ
の
う
、
最
近
の
こ
う
、
テ
ン
ポ
の
速
い
、
え
え
、

社
会
で
で
す
ね
。
あ
の
う
、
最
近
の
作
家
の
方
な
ど
を
拝
見
し
ま
す
と
、
割
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に
、
あ
の
う
、
セ
ン
テ
ン
ス
が
短
く
て
で
す
ね
、
こ
う
、
て
き
ぱ
き
と
運
ん

で
ら
っ
し
ゃ
る
け
ど
、
先
生
の
は
そ
の
点
は
、
こ
う
、
な
ん
て
ん
で
す
か
、

こ
う
、
割
に
、
ね
っ
ち
り
と
言
う
ん
で
す
か
ね
…
…
。

石
川　

ね
っ
ち
り
っ
て
か
、
の
ろ
ま
っ
て
言
う
か
ね
。

両
人　

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
（
大
笑
い
）。

石
川　

の
ろ
ま
の
前
に
ね
、
気
が
楽
で
い
い
で
す
。

中
島　

そ
う
で
す
か
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
、
あ
の
う
、
多
少
こ

う
、
体
質
的
な
も
の
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

石
川　

そ
う
で
す
ね
、そ
り
ゃ
あ
ま
あ
、医
者
な
ん
て
言
う
け
ど
、ロ
ン
ブ
ロ
ー

ゾ
み
た
い
に
ね
、
言
え
ば
だ
け
れ
ど
も
、
自
分
で
そ
れ
を
意
識
は
し
て
ま
せ

ん
ね
。

中
島　

あ
あ
。
な
ん
か
あ
の
う
、
わ
た
し
が
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
あ
の
割
に

気
の
長
い
方
が
、
セ
ン
テ
ン
ス
が
長
く
て
、
気
の
短
い
方
は
や
は
り
短
い
ん

だ
と
い
う
風
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
ん
で

し
ょ
う
か
。

石
川　

そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
、
と
思
い
ま
す
ね
。
僕
な
ん
て
ず
い

ぶ
ん
気
が
短
い
ほ
う
だ
か
ら
。

中
島　

あ
、
そ
う
で
す
か
。

石
川　

だ
っ
て
、
釣
り
な
ん
か
し
て
い
る
人
だ
っ
て
み
ん
な
気
が
長
そ
う
だ
け

ど
、
ず
い
ぶ
ん
気
短
か
の
人
も
い
る
ん
だ
か
ら
。
釣
り
す
る
人
の
な
か
に
は

ね
。
そ
り
ゃ
あ
、
そ
ん
な
も
の
あ
て
に
な
り
ま
せ
ん
よ
。

中
島　

そ
れ
で
先
生
、
あ
の
、
い
か
が
で
す
か
。
小
説
も
お
書
き
に
な
る
し
、

随
筆
も
お
書
き
に
な
る
し
、
そ
れ
か
ら
ま
あ
、
評
論
、
あ
る
い
は
戯
曲
、
ど

れ
が
一
番
、
筆
を
執
っ
て
ら
し
て
面
白
い
で
す
か
。

石
川　

そ
う
で
す
ね
。
何
か
っ
て
そ
れ
は
、
ま
あ
、
そ
れ
は
そ
の
と
き
の
調
子

で
ね
。

中
島　

あ
あ
。

石
川　

わ
り
あ
い
に
気
楽
に
書
け
る
も
の
と
、
そ
れ
か
ら
疲
れ
る
も
の
と
あ
り

ま
す
か
ら
ね
。

中
島　

え
え
。

石
川　

何
っ
て
、
そ
れ
は
大
別
で
き
ま
せ
ん
ね
。
小
説
は
小
説
で
、
随
筆
は
随

筆
っ
て
い
う
風
に
は
ね
。

中
島　

う
ん
。
あ
の
う
、
漢
語
を
よ
く
お
使
い
に
な
り
ま
す
ね
。

石
川　

そ
う
で
す
か
ね
。
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
つ
も
り
で
す

が
ね
。

中
島　

あ
あ
そ
う
で
す
か
。
や
あ
ね
、
漢
語
と
い
う
か
、
あ
の
最
近
の
い
わ
ゆ

る
当
用
漢
字
に
無
い
よ
う
な
難
し
い
言
葉
が
出
て
参
り
ま
す
ね
。

石
川　

い
や
あ
、
そ
り
ゃ
あ
、
当
用
漢
字
を
こ
さ
え
た
か
ら
で
す
よ
。
当
用
漢

字
な
ん
て
も
の
を
決
め
て
、
勝
手
に
作
っ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。
で
、
そ
れ
以

外
は
、
だ
か
ら
、
易
し
い
字
で
も
難
し
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
当
用
漢

字
が
あ
る
か
ら
、
み
ん
な
字
が
み
ん
な
難
し
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
で
す
ね
。
取

り
払
や
あ
い
い
で
す
ね
、
あ
れ
。

中
島　

で
、
こ
れ
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
あ
の
、
例
え
ば
、
ほ
ら
あ
、
そ

の
、
一
国
の
、
そ
の
ま
あ
権
力
の
、
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
で
す

ね
、
こ
う
い
う
風
に
な
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
に
そ
の
、
ま
あ
、
あ
の
、
反
発

す
る
の
も
自
由
で
す
し
、
ま
あ
、
従
う
の
も
自
由
で
し
ょ
う
け
ど
、
義
務
教

育
が
そ
れ
を
や
っ
て
ま
し
た
で
す
ね
。

石
川　

あ
り
ゃ
ま
あ
、
あ
の
う
、
戦
前
に
、
あ
の
、
軍
が
満
州
取
っ
た
よ
う
な

も
ん
で
ね
。
義
務
教
育
取
っ
た
か
ら
、
一
応
勝
負
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
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な
り
ま
す
ね
、
義
務
教
育
の
土
俵
じ
ゃ
ね
。
何
も
理
屈
も
何
も
無
い
で
す
よ
。

先
に
義
務
教
育
を
取
っ
た
ほ
う
が
勝
ち
で
、
新
聞
も
み
ん
な
そ
う
な
る
で

し
ょ
う
ね
。

　
　

で
ま
あ
、
勝
負
が
つ
い
た
よ
う
に
見
え
る
け
ど
、
そ
れ
は
し
か
し
、
言
葉

の
問
題
は
、
そ
う
簡
単
に
勝
負
つ
か
な
い
か
ら
ね
。
一
応
つ
い
た
ん
だ
っ
て

ね
、
こ
れ
か
ら
先
は
ど
う
な
る
か
、
そ
り
ゃ
あ
、
日
本
語
の
歴
史
っ
て
い
う

こ
と
か
ら
言
っ
て
、
ど
う
な
る
か
、
そ
れ
は
ま
だ
何
と
も
言
え
な
い
で
す
ね
。

何
と
も
言
え
な
い
。

　
　

し
か
し
ま
あ
、
義
務
教
育
、
だ
か
ら
新
聞
雑
誌
、
取
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、

え
え
、
当
分
は
続
く
で
し
ょ
う
ね
、
そ
の
勢
力
が
。

中
島　

そ
う
す
る
と
で
す
ね
、
例
え
ば
も
う
最
近
の
で
す
ね
、
あ
の
う
、
若
い

人
た
ち
は
、
漱
石
の
も
の
を
読
む
に
し
て
も
で
す
ね
、
こ
れ
国
語
の
教
科
書

に
載
っ
て
で
す
ね
、
先
生
が
、
そ
の
う
、
い
ろ
い
ろ
注
釈
を
加
え
る
く
ら
い

で
す
か
ら
、
あ
の
う
、
か
な
り
難
解
な
も
の
に
な
っ
て
る
わ
け
で
す
ね
。
で

す
か
ら
、石
川
先
生
の
も
の
も
、近
い
将
来
に
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
。

石
川　

う
ん
、
難
解
に
な
っ
て
、
そ
り
ゃ
あ
、
消
滅
し
て
も
、
そ
り
ゃ
あ
、
い

ず
れ
み
ん
な
消
滅
す
る
も
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
ち
っ
と
も
気
に
し
ち
ゃ

い
ま
せ
ん
よ
、
僕
は
。

中
島　

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。
た
だ
、
あ
の
、
さ
っ
き
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
、
こ
う
、
小
説
と
い
う
も
の
は
で
す
ね
、
一
般
の
人
に
、
そ
の
、
分
か
り

良
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
あ
の
う
、
そ
う

い
う
点
で
、
え
え
、
分
か
り
い
い
と
か
分
か
り
に
く
い
と
か
言
う
前
に
、
え

え
、
仮
名
遣
い
で
あ
る
と
か
、
漢
字
で
あ
る
と
か
、
そ
ん
な
の
が
分
か
ら
な

い
と
い
う
ん
じ
ゃ
、
大
衆
に
、
こ
う
、
そ
の
、
だ
ん
だ
ん
、
こ
う
、
離
れ
て

ゆ
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
け
ど
。

石
川　

え
え
、
そ
う
い
う
こ
と
も
事
実
と
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
で

す
ね
。
し
か
し
ね
え
、
あ
の
、
新
仮
名
じ
ゃ
な
く
、
旧
仮
名
で
書
け
ば
読
め

な
い
と
い
う
も
ん
で
も
な
い
。
や
っ
ぱ
り
読
め
ま
す
よ
。
子
ど
も
で
も
読
め

る
で
し
ょ
う
。
読
め
る
子
ど
も
は
読
め
ま
す
ね
。

　
　

ま
あ
、
一
応
ま
あ
、
権
力
を
以
て
押
し
切
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
あ
の
う
、

新
仮
名
の
問
題
は
ね
え
、
権
力
で
勝
っ
た
と
い
う
こ
と
、
あ
れ
は
ま
あ
、
勝

つ
負
け
る
っ
て
、
権
力
を
押
さ
え
れ
ば
誰
だ
っ
て
勝
つ
に
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
の
こ
っ
て
す
ね
。
そ
れ
が
、
長
い
勝
負
は
ど
う
な
る
か
、
こ
り
ゃ

あ
、
先
の
こ
と
は
、
こ
り
ゃ
あ
、
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
ん
で
す
ね
。

　
　

そ
の
権
力
っ
て
も
の
は
だ
い
た
い
お
節
介
な
も
ん
で
ね
、
手
を
出
し
た
が

る
も
ん
だ
か
ら
、
そ
り
ゃ
あ
江
戸
の
昔
か
ら
権
力
っ
て
も
の
は
、
ず
い
ぶ
ん

い
ろ
ん
な
こ
と
に
手
を
出
し
て
る
け
れ
ど
も
、
じ
ゃ
あ
、
大
局
か
ら
、
歴
史

か
ら
見
る
と
ね
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
ん
だ
っ
て
な
も
の
で
す
ね
。

　
　

戦
後
、
何
年
に
な
り
ま
す
か
。
え
え
今
年
は
、［
昭
和
］
三
八
年
だ
か
ら

…
…
。

中
島　

一
八
年
。

石
川　

一
八
年
、
た
っ
た
ね
。
た
っ
た
一
八
年
の
間
の
変
化
で
す
よ
。

中
島　

こ
ん
ど
は
先
生
、
芸
術
院
会
員
に
お
な
り
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

石
川　

と
な
る
わ
け
で
す
か
ね
。
ま
あ
、
あ
ん
ま
り
面
白
い
話
じ
ゃ
あ
な
い
で

す
よ
、
そ
ん
な
こ
と
は
。

中
島　

そ
う
で
す
か
。

両
人　

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
（
大
笑
い
）。

中
島　

お
入
り
に
な
っ
て
お
感
じ
は
ど
う
で
す
か
。



68

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 23 号

石
川　

ま
だ
別
に
入
っ
た
っ
て
ね
、
う
～
ん
、
ま
あ
、
役
人
み
た
い
な
こ
と
を

言
え
ば
、
え
え
、
正
式
は
発
令
が
な
い
ん
だ
か
ら
、
だ
か
ら
入
っ
た
よ
う
な

実
感
が
な
い
で
す
ね
。［
正
式
に
は
一
九
六
四
年
一
月
一
五
日
付
で
会
員
と

な
る
の
で
、
放
送
時
は
ま
だ
内
示
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。］

中
島　

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
う
も
の
は
、
期
待
し
て
は

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

石
川　

別
に
、
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
で
す
ね
、
こ
れ
。

中
島　

い
か
が
で
す
か
ね
、
あ
の
う
、
あ
ん
ま
り
、
あ
の
う
、
い
ろ
ん
な
も
の

を
お
書
き
に
な
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
え
え
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
う
、
ま
あ
、

こ
な
い
だ
戯
曲
［「
お
ま
へ
の
敵
は
お
ま
へ
だ
」（
一
九
六
一
）
の
こ
と
］
も

お
書
き
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
主
と
し
て
ど
う
い
う
も
の
を
？

石
川　

そ
れ
が
ね
え
、
い
や
あ
、
抱
負
な
ん
て
の
は
あ
ん
ま
り
、
な
い
で
す
ね
、

こ
れ
。
ハ
ハ
ハ
。
ま
あ
、
そ
ん
時
に
、
そ
の
場ば

や
い合
に
な
っ
て
み
な
い
と
ね
、

な
か
な
か
い
か
な
い
、
う
ま
く
い
か
な
い
も
ん
で
す
よ
。
抱
負
な
ん
て
の
も
、

こ
れ
は
僕
に
は
要
ら
な
い
も
ん
だ
な
。

中
島　

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

石
川　

お
っ
と
、
そ
れ
は
ね
、
抱
負
み
た
い
な
こ
と
を
一
応
し
ゃ
べ
れ
っ
て
ば
、

し
ゃ
べ
れ
な
い
こ
と
は
な
い
け
ど
、
そ
れ
は
実
に
、
我
な
が
ら
空
疎
雑
駁
な

こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
な
、
抱
負
っ
て
も
の
は
。
そ
う
い
う
も
の
は
要
ら
な
い

で
す
ね
、
仕
事
に
は
。
仕
事
そ
の
も
の
で
す
ね
。

中
島　

お
見
か
け
し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
お
若
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

石
川　

見
か
け
ば
か
り
で
な
く
。
実
質
も
。

中
島　

い
や
あ
、
そ
れ
は
ど
う
も
失
礼
し
ま
し
た
。

両
人　

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
（
大
笑
い
）。

　

文
字
起
こ
し
に
際
し
て
、
言
い
直
し
を
整
理
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
石
川
は
ほ
ぼ
言
い
直
し
無
し
で
、
実
に
流
暢
な
話
し
ぶ
り
で
あ
る
。
か
な
り
早

口
な
の
で
、
文
末
な
ど
少
々
飲
み
込
み
気
味
に
な
る
と
こ
ろ
は
時
々
あ
る
が
、
こ
の

澱
み
な
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

内
容
的
に
も
、
作
品
の
難
解
さ
は
石
川
淳
に
つ
い
て
繰
り
返
し
言
わ
れ
る
こ
と
だ

が
―
―
本
稿
で
取
り
上
げ
る
番
組
の
中
で
は
、
前
項
①
「
文
壇
よ
も
や
ま
話
」
の
終

わ
り
近
く
、
ま
た
後
段
⑤
「
鷹
」
の
解
説
部
分
―
―
、
今
回
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

執
拗
な
ま
で
に
問
い
尋
ね
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
へ
の
石
川
の
応
じ
方
は
、
持
論
の
新
カ

ナ
批
判
に
留
ま
ら
ず
、
な
か
な
か
興
味
深
い
。

③�

作
家
と
作
品�

石
川
淳
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
対
談
（
奥
野
健
男
・
大
江
健
三
郎
）、

自
作
朗
読
（
石
川
淳
「
紫
苑
物
語
」）1965/07/03　

22

：15

（39

：50

）　FM

　

ラ
ジ
オ
番
組
「
作
家
と
作
品
」
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
で
の
検
索
に
よ
れ
ば
、

一
九
六
五
～
六
七
年
に
放
送
さ
れ
た
番
組
で
、
テ
ー
マ
と
な
る
作
家
へ
の
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
、
作
家
自
身
に
よ
る
自
作
朗
読
、
作
家
に
つ
い
て
の
対
談
の
三
部
構
成
を
定

型
と
す
る
四
〇
分
か
ら
四
五
分
程
度
の
番
組
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

石
川
淳
以
外
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
家
は
、
谷
崎
潤
一
郎
（
自
作
朗
読
「
細
雪
」）、

三
島
由
紀
夫
（
自
作
朗
読
「
サ
ー
カ
ス
」）、吉
屋
信
子
（
自
作
朗
読
「
あ
る
女
人
像
」

か
ら
「
若
狭
の
登
美
子
」）、
武
者
小
路
実
篤
（
自
作
朗
読
「
愚
者
の
夢
」
か
ら
「
第

八
十
回
の
誕
生
日
に
」）、
大
江
健
三
郎
、
室
生
犀
星
、
里
見
弴
（
自
作
朗
読
、
随
筆

集
「
朝
夕
」
か
ら
「
夢
み
し
雪
」）、
円
地
文
子
（
自
作
朗
読
「
女
坂
」
か
ら
）、
尾

崎
一
雄
（
自
作
朗
読
「
虫
も
木
も
」）、
武
田
泰
淳
（
自
作
朗
読
「
丈
夫
な
女
房
は
あ
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り
が
た
い
」）、
野
上
弥
生
子
（
自
作
朗
読
「
鬼
女
山
房
記
」
か
ら
「
浅
間
山
」）、
小

島
政
二
郎
（
自
作
朗
読
「
下
谷
生
れ
」）、
曽
野
綾
子
（
自
作
朗
読
「
砂
糖
菓
子
が
壊

れ
る
時
」）、
北
杜
夫
で
、
中
堅
以
上
の
作
家
か
ら
老
大
家
ま
で
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
石
川
淳
の
回
は
、
ま
ず
、
中
里
欣
一
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
一
三
分
程
度

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
あ
り
、
続
い
て
、
奥
野
健
男
と
大
江
健
三
郎
と
が
二
人
で
石
川

淳
文
学
の
魅
力
に
つ
い
て
語
る
二
〇
分
程
度
の
対
談
が
挟
ま
り
、
最
後
に
石
川
淳
が

自
作
「
紫
苑
物
語
」
全
一
二
章
中
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
言
っ
て
良
い
「
十
一
」
を

朗
読
す
る
。

　

ま
ず
、
石
川
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
青
柳
達
雄
が
ほ
ぼ
全
文

を
文
字
起
こ
し
し
て
お
り（

８
）、
そ
の
作
業
を
踏
ま
え
て
、《
一
般
向
け
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
た
め
か
、そ
れ
ほ
ど
目
新
し
い
内
容
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。》（
二
四
一
頁
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
稿
者
な
ど
、
お
し
ま
い
近
く
の
《
日
本
な
ん
て
国
は
も
う
、
あ

ん
ま
り
亡
国
と
い
う
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
、
国
が
亡
び
た
っ
て
い
う
ネ
、
そ
う
い

う
体
験
と
い
っ
ち
ゃ
お
か
し
い
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
で
す
か
ら
ネ
、
や
っ
ぱ

り
そ
こ
が
ア
ノ
中
国
な
ん
か
何
度
も
国
が
亡
び
て
る
で
し
ょ
う
、
国
が
亡
び
た
か
と

思
う
と
、
ま
た
亡
び
な
か
っ
た
り
ネ
、
あ
あ
い
う
歴
史
的
経
験
が
あ
る
か
ら
、
日
本

じ
ゃ
こ
の
間
の
負
け
い
く
さ
が
は
じ
め
て
み
た
い
な
も
ん
で
ネ
、
も
う
二
、三
度
亡

び
な
い
と
は
っ
き
り
し
な
い
で
し
ょ
う
ネ
。》（
同
）
と
い
う
発
言
な
ど
、
青
柳
の
言

う
通
り
《
そ
っ
け
な
い
応
答
ぶ
り
》（
同
）
だ
け
に
か
え
っ
て
興
味
深
く
、
武
田
泰

淳
「
滅
亡
に
つ
い
て
」（『
花
』
一
九
四
八
・
四
）
を
連
想
し
た
り
、の
ち
に
石
川
が
「
天

馬
賦
」（『
海
』
一
九
六
九
・
七
～
九
）
の
登
場
人
物
・
大
岳
老
人
に
《
運
動
は
や
む

と
き
を
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
今
後
も
な
ほ
つ
づ
く
。
ま
あ
千
年
戦
争
だ
ら
う
な（

９
）。》

と
発
言
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
思
い
合
わ
せ
た
り
で
、
石
川
の
世
界
観
の
ス
ケ
ー
ル
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

次
に
奥
野
と
大
江
の
対
談
。

　

石
川
の
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」（『
新
潮
』
一
九
四
六
・
一
〇
）
を
始
め
と
す
る
敗
戦

直
後
の
作
品
た
ち
を
発
表
と
同
時
に
読
み
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
奥
野

（
一
九
二
六
年
生
ま
れ
）
と
、
敗
戦
後
五
年
ぐ
ら
い
経
っ
て
か
ら
読
み
始
め
、
石
原

慎
太
郎
の
描
く
戦
後
青
年
よ
り
石
川
淳
が
描
く
戦
後
青
年
の
ほ
う
が
魅
力
的
だ
っ
た

と
い
う
大
江
（
一
九
三
五
年
生
ま
れ
）
と
が
、
評
論
や
エ
ッ
セ
イ
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
石
川
淳
の
文
業
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
多
面
的
に
語
っ
て
い
る
。
大
江
が
、
日

本
人
が
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
最
上
の
も
の
と
す
る
加
藤
周
一
の
評
価
を
紹
介
し

た
り
、
知
り
合
い
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
石
川
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
正
確
さ
に
感
嘆
し
て
い

た
こ
と
な
ど
に
も
触
れ
て
い
た
り
、
奥
野
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
出
発
し
そ
れ
を
越

え
て
ゆ
く
「
荒
魂
」（『
新
潮
』
一
九
六
三
・
一
～
一
九
六
四
・
五
）
の
構
成
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
構
成
の
難
を
言
う
評
価
に
対
し
て
反
駁

し
て
い
た
り
と
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
お
け
る
石
川
評
価
に
つ
い
て
の
貴
重
な
資

料
と
も
な
っ
て
お
り
、
文
字
起
こ
し
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
対
談
と
な
っ
て
い

る
。

　

最
後
の
、
自
作
朗
読
。
選
ば
れ
た
作
品
が
、
代
表
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
紫

苑
物
語
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
六
・
七
）
で
あ
る
こ
と
も
含
め
、
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

④
文
芸
劇
場
「
鷹
」　1972/05/13　

09

：05　
（55

：25

）　

ラ
一

⑤
ラ
ジ
オ
名
作
劇
場
「
鷹
」　1984/09/23　

不
詳　
（69

：50

）　

ラ
二

　

石
川
淳
「
鷹
」（『
群
像
』
一
九
五
三
・
三
）
が
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
の
は
、
一
九
八
四
年
放
送
の
⑤
の
ほ
う

で
あ
っ
た
。
ド
ラ
マ
本
篇
に
先
立
っ
て
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
ハ
シ
モ
ト
・
ジ
ュ
ン
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コ
）
と
男
性
の
解
説
者
（
イ
ワ
サ
・
タ
ツ
マ
）
に
よ
る
五
分
程
度
の
解
説
が
あ
り
、「
現

在
、
文
壇
の
長
老
」
た
る
石
川
淳
の
略
歴
と
「
鷹
」
の
時
代
背
景
や
、
作
品
の
簡
単

な
特
徴
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
五
〇
分
弱
ほ
ど
の
長
さ
の
ド
ラ
マ
本
篇
が
終
わ
っ
た

あ
と
、
再
び
先
ほ
ど
の
二
人
に
よ
る
、
こ
ん
ど
は
一
五
分
程
度
の
解
説
が
付
く
。

一
九
七
二
年
の
よ
り
も
番
組
が
長
く
な
っ
て
い
る
の
は
解
説
部
分
が
拡
充
さ
れ
た
結

果
の
よ
う
だ
。

　

脚
本
は
高
橋
辰
雄
、
音
楽
は
湯
浅
穰
二
、
演
出
は
竹
内
日
出
男
。

　

声
優
は
、
語
り
手
が
小
池
朝
雄
、
国
助
が
入
江
洋
介
、
少
女
が
神
保
共
子
、
Ｋ
が

菅
野
忠
彦
、
Ｅ
が
木
村
幌
、
巡
査
が
前
沢
迪
雄
、
看
守
Ａ
が
石
黒
正
男
、
看
守
Ｂ
が

木
村
一
。

　

幸
い
に
台
本
が
放
送
博
物
館
の
図
書
・
資
料
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
書
庫
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た）

（1
（

。
音
響
効
果
を
担
当
し
た
大
和
定
次）
（（
（

の
寄
贈
に

よ
る
も
の
で
、
台
本
本
編
へ
の
音
響
効
果
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
込
み
が
興
味

深
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
扉
の
頁
に
、
作
品
理
解
に
関
わ
る
書
き
込
み
が
青
ボ
ー

ル
ペ
ン
お
よ
び
鉛
筆
で
び
っ
し
り
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
が
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

本
編
の
あ
と
の
解
説
の
内
容
と
重
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、「
難
解
な
」
作
品
で

あ
る
「
鷹
」
の
読
み
合
わ
せ
に
先
立
っ
て
、
レ
ク
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

ド
ラ
マ
の
内
容
は
、
基
本
的
に
原
作
小
説
に
大
変
忠
実
と
言
え
、
作
品
の
印
象
が

大
き
く
変
わ
る
改
変
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
っ
て
良
い
。

　

そ
ん
な
中
で
比
較
的
大
き
な
改
変
と
言
え
る
の
は
、
原
作
が
《
こ
こ
に
切
り
ひ
ら

か
れ
た
ゆ
た
か
な
水
の
な
が
れ
は
、
こ
れ
は
運
河
と
呼
ぶ
べ
き
だ
ら
う
。》（『
石
川

淳
全
集　

第
四
巻
』
筑
摩
書
房
、一
九
八
九
、三
五
九
頁
）
と
い
う
文
言
か
ら
始
ま
り
、

国
助
が
運
河
の
脇
の
た
ば
こ
工
場
を
初
め
て
訪
れ
る
場
面
を
冒
頭
に
置
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
ド
ラ
マ
で
は
、
食
堂
に
い
た
国
助
に
Ｋ
が
い
き
な
り
、《
仕
事
が
な
い
の

か
…
…
》
と
話
し
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

原
作
で
は
、
初
め
て
工
場
を
訪
れ
た
国
助
が
、
配
達
す
べ
き
た
ば
こ
を
渡
さ
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
語
ら
れ
た
あ
と
、《
国
助
が
こ
の
奇
妙
な
家
［
た
ば
こ
工
場
］
の
こ
と

を
知
つ
た
の
は
、
ゆ
う
べ
で
あ
つ
た
。
ゆ
う
べ
も
、
晩
め
し
の
一
刻
は
い
つ
も
行
き

つ
け
の
巷
の
古
ぼ
け
た
食
堂
に
ゐ
た
。》（
三
六
二
、三
六
三
頁
）
と
時
間
が
後
戻
り

し
て
、
国
助
が
《
レ
ッ
ド
パ
ー
ヂ
と
か
い
ふ
こ
と
で
》（
三
六
三
頁
）
専
売
公
社
を

ク
ビ
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
彼
の
現
在
の
境
遇
が
語
ら
れ
た
上
で
、
Ｋ
か
ら
突
然
仕

事
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
場
面
、
ド
ラ
マ
で
は
劈
頭
に
置
か
れ
た
場
面
が
来
る
。

　

小
説
で
は
重
要
な
舞
台
と
な
る
た
ば
こ
工
場
の
描
写
か
ら
初
め
て
読
者
を
作
品
世

界
に
誘
い
込
も
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

で
は
、
会
話
・
発
言
が
中
心
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
以
上
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
工

場
の
あ
り
よ
う
を
描
写
す
る
よ
り
も
、
Ｋ
が
失
業
中
の
国
助
に
い
き
な
り
仕
事
を
持

ち
か
け
る
と
い
う
発
言
、
す
な
わ
ち
国
助
を
物
語
の
そ
の
後
の
展
開
に
巻
き
込
む
発

端
と
な
る
発
言
、
か
ら
始
め
る
ほ
う
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
性
質
上
、
よ
り
効
果
的
、
よ

り
説
得
的
で
あ
ろ
う
。

　

他
に
は
、
末
尾
近
く
で
《
鷹
だ
。
鷹
だ
。
女
が
鷹
に
な
っ
た
。》
と
国
助
に
叫
ば

せ
て
い
る
。
原
作
で
は
、塀
の
上
を
仰
ぎ
見
る
国
助
の
視
野
に
出
現
す
るvision

（
幻

影
）
と
も
取
れ
る
少
女=

鷹
の
姿
が
、
一
切
の
発
話
・
発
言
抜
き
で
「
描
写
」
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
そ
こ
を
す
べ
て
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

済
ま
せ
て
は
さ
す
が
に
味
気
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
工
夫
は

ご
く
当
然
と
言
え
よ
う
か
。

　

聴
覚
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
音
響
効
果
は
さ
ま
ざ
ま
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
原

作
で
国
助
が
バ
ス
で
移
動
す
る
と
こ
ろ
が
、
ド
ラ
マ
で
は
電
車
に
な
っ
て
、
ガ
タ
ン

ゴ
ト
ン
と
い
う
電
車
の
音
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
バ
ス
よ
り
も
移
動
感
が

伝
わ
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
し
、
何
よ
り
も
、
最
末
尾
、
原
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作
で
も
ド
ラ
マ
で
も
、
運
河
に
飛
び
込
ん
だ
国
助
の
《
手
の
さ
き
が
あ
ざ
や
か
に
水

を
切
つ
た
。》（
四
一
五
頁
）
と
な
る
が
、
ド
ラ
マ
で
は
音
響
効
果
で
、
手
が
水
を
切

る
音
、
そ
れ
が
や
が
て
遠
ざ
か
り
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
し
て
ゆ
く
形
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
脱
出
の
成
功
が
印
象
付
け
ら
れ
、
効
果
的
で
あ
る
。「
台
本
」
に
は
《
Ｓ
Ｅ　

ひ
と
か
き
、
ふ
た
か
き
、
手
が
水
を
か
い
て
遠
く
遠
く
泳
ぎ
去
つ
て
行
く
》
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
作
品
の
幕
切
れ
が
立
体
化
し
た
印
象
で

あ
っ
た
。

　

ド
ラ
マ
の
あ
と
の
解
説
部
分
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

ハ
シ
モ
ト　

イ
ワ
サ
さ
ん
、
こ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
難
し
い
作
品
で
す
ね
。
わ
た
く

し
聴
い
て
い
て
、
ほ
ん
と
に
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
。

ま
あ
、
だ
か
ら
そ
の
、
時
代
背
景
と
か
ね
、
石
川
淳
さ
ん
の
、
そ
の
、
思
想

み
た
い
な
も
の
が
、
こ
う
い
う
も
の
が
、
そ
の
、
よ
く
分
か
っ
て
い
れ
ば
、

は
あ
と
い
う
風
に
よ
く
理
解
で
き
る
の
か
な
と
か
思
っ
た
り
も
し
た
ん
で
す

け
れ
ど
、
ま
あ
、
そ
う
い
う
も
の
を
さ
て
お
い
て
、
そ
の
、
Ｓ
Ｆ
風
に
ね
、

あ
の
、
解
釈
し
て
い
い
と
な
る
と
、
こ
れ
は
ま
た
気
軽
に
聴
け
る
ん
で
す
よ

ね
。

イ
ワ
サ　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
あ
の
、
Ｓ
Ｆ
風
に
解
釈
し
て
い
い
ん
で
す
け

れ
ど
、
や
は
り
、
Ｓ
Ｆ
よ
り
も
も
う
ち
ょ
っ
と
何
か
、
あ
の
、
作
者
の
思
想

と
か
哲
学
と
か
ね
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
、
な
ん
か
あ
の
、
底
に
流
れ
て
い

る
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

　

自
然
主
義
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
か
な
い
石
川
淳
の
作
品
ゆ
え
、
ま
ず
作
品
世

界
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
言
葉
が
費
や
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
解
説
が
始
ま
っ
て
い
る
。

⑥
近
代
の
文
学
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
）「
普
賢
」（
１
）

　

1985/01/21　

21

：00

（45

：45

）　

ラ
二

⑦
近
代
の
文
学
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
）「
普
賢
」（
２
）

　

1985/01/28　

21

：00

（45

：35

）　

ラ
二

⑧
近
代
の
文
学
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
）「
紫
苑
物
語
」

　

1986/01/27　

21

：00

（44

：57

）　

ラ
二

　

同
じ
シ
リ
ー
ズ
な
の
で
、
ま
と
め
て
取
り
上
げ
る
が
、
い
ず
れ
も
野
口
武
彦
が
講

師
で
、
作
品
本
文
の
朗
読
（「
普
賢
」
は
声
優
の
篠
原
大
作
、「
紫
苑
物
語
」
は
和
田

敦
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
担
当
）
を
挟
み
な
が
ら
、
作
品
の
読
み
方
に
つ
い
て
野
口
が
解

説
し
て
い
る
。

　

三
〇
年
ほ
ど
前
の
番
組
だ
が
、
聴
覚
だ
け
に
頼
っ
た
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
一
回
が

四
五
分
、
リ
ス
ナ
ー
の
集
中
力
も
問
わ
れ
る
聴
き
応
え
の
あ
る
番
組
で
あ
る
。

　
　
　
三
　
石
川
淳
に
関
わ
る
テ
レ
ビ
番
組

⑨
Ｅ
Ｔ
Ｖ
８　

作
家
が
読
む
こ
の
一
冊
（
１
）　

野
坂
昭
如
「
黄
金
傅
説
」（
石
川
淳・著
）

　

1987/12/21　

20

：00

（45

：00

）　

教
育

　

朗
読
番
組
で
あ
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
検
索
に
よ
り
示
さ
れ
る
番
組
に
関
す
る
「
基

本
情
報
」
の
中
の
「
要
約
」
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
に
は
、
文
学
を
志
し
た
と
き
か
ら
文
学
の
原
点
と
な
っ
た
り
、

刺
激
を
与
え
続
け
て
き
た
り
し
た
作
品
や
著
者
が
あ
る
。
第
一
日
は
、
現
代
文

学
の
巨
匠
、
石
川
淳
氏
が
昭
和
二
一
年
に
書
い
た
短
篇
小
説
、
戦
災
ま
も
な
い
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横
浜
の
焼
け
跡
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
「
黄
金
伝
説
」
を
作
家
・
野
坂
昭
如
氏

が
朗
読
し
、
作
品
へ
の
思
い
、
自
ら
の
文
学
体
験
を
語
る）

（1
（

。

と
あ
る
が
、
こ
の
短
篇
小
説
「
黄
金
伝
説
」（『
中
央
公
論
』
一
九
四
六
・
三
）
の
作

品
全
文
が
五
分
割
さ
れ
、
合
間
あ
い
ま
に
野
坂
が
作
品
と
の
出
会
い
や
評
価
、
魅
力

を
語
る
部
分
お
よ
び
ナ
レ
ー
タ
ー
が
作
者
・
石
川
を
紹
介
し
（
映
像
は
石
川
淳
が
暮

ら
し
た
こ
と
の
あ
る
本
郷
菊
富
士
ホ
テ
ル
跡
に
建
立
さ
れ
た
碑
文
と
そ
の
近
辺
の
菊

坂
、
炭
団
坂
、
妙
本
寺
坂
な
ど
い
く
つ
か
の
坂
を
映
し
出
す
）、
ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検

閲
に
引
っ
か
か
っ
て
単
行
本
『
黄
金
伝
説
』
か
ら
表
題
作
が
外
さ
れ
た
《
曰
わ
く
付

き
の
作
品
》
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
り
す
る
部
分
が
挟
ま
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い

る
（
静
止
画
像
（
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
映
像
）
①
～
③
）。

　

朗
読
の
合
間
の
解
説
部
分
で
、
野
坂
は
、
小
説
を
書
く
前
に
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の

世
界
で
生
き
て
い
た
自
分
に
と
っ
て
活
字
の
世
界
は
憧
れ
の
世
界
で
、
中
で
も
石
川

淳
や
金
子
光
晴
や
高
橋
新
吉
が
輝
い
た
ア
イ
ド
ル
的
存
在
で
、
自
分
は
《
石
川
教
の

信
者
》
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
、「
黄
金
伝
説
」
が
敗
戦
直
後
の
時
代
の

特
徴
を
、克
明
に
描
く
の
と
は
違
う
形
で
、一
見
と
り
と
め
が
な
い
よ
う
な
形
で
、女
、

帽
子
、
時
計
と
い
っ
た
当
時
の
風
俗
を
反
映
し
た
も
の
を
活
用
し
な
が
ら
、
ぐ
っ
と

掴
み
出
し
て
古
び
な
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
力
説
し
て
い
る
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
全
貌
を
確
認
し
て
お
く
と
、「
黄
金
伝
説
」
の
翌
日
の
放
送
で
は
、

河
野
多
恵
子
が
三
浦
哲
郎
の
短
篇
「
金
色
の
朝
」（
作
品
集
『
野
』
に
収
録
）
を
取

り
上
げ
、
そ
の
翌
日
の
放
送
で
は
、
立
松
和
平
が
金
子
光
晴
の
「
マ
レ
ー
蘭
印
紀
行
」

を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

半
年
あ
ま
り
後
の
、
一
九
八
八
年
七
月
五
日
か
ら
ま
た
三
夜
続
け
て
放
送
が
あ
り
、

今
度
は
、筒
井
康
隆
が
横
光
利
一
の
「
機
械
」
を
、大
庭
み
な
子
が
与
謝
野
晶
子
「
私

の
生
い
立
ち
」
を
、長
部
日
出
雄
が
太
宰
治
「
お
伽
草
紙
」
収
録
の
「
カ
チ
カ
チ
山
」

を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
「
黄
金
伝
説
」
や
「
金
色
の
朝
」
は
か
な
り
短
い
作
品
な
の
で
朗
読
に
中
略
は
な

い
が
、長
さ
と
の
関
係
か
ら
必
ず
し
も
全
文
通
読
と
は
限
ら
ず
、ま
た
い
わ
ゆ
る
「
差

別
語
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
《
中
略
》
と
の
断
り
で
飛
ば
さ
れ
た
箇
所
も
あ
っ
た

（「
機
械
」
な
ど
）。

　

プ
ロ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
も
ナ
レ
ー
タ
ー
で
も
な
い
作
家
が
朗
読
す
る
番
組
で
あ

り
、
必
ず
し
も
「
上
手
な
」
朗
読
が
聴
け
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
作
家
が
愛
読

す
る
作
品
を
自
ら
朗
読
し
て
み
せ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
は
独
特
の
迫
力
、
説
得
力

が
あ
る）

（1
（

。石
川
の
愛
読
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、後
期
の
石
川
淳
と
の
交
流
も
深
か
っ

た
野
坂
昭
如
の
声
に
よ
っ
て
一
種
独
特
の
命
を
吹
き
込
ま
れ
た
「
黄
金
伝
説
」
―
―
、

こ
れ
を
、
あ
る
意
味
で
石
川
＝
野
坂
合
作
の
朗
読
作
品
と
見
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う

か
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
全
体
の
第
一
回
と
な
る
、「
黄
金
伝
説
」
の
放
送
が
一
九
八
七
年

一
二
月
二
一
日
だ
っ
た
が
、
そ
の
八
日
後
の
一
二
月
二
九
日
に
石
川
淳
は
亡
く
な
り
、

ま
も
な
く
次
の
よ
う
な
番
組
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑩
Ｅ
Ｔ
Ｖ
８　

文
化
ジ
ャ
ー
ナ
ル　

さ
よ
う
な
ら
石
川
淳
さ
ん
、
ほ
か

　

1988/01/22　

20

：00

（45

：00

）　

教
育

　

番
組
中
の
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、一
四
分
弱
の
「
さ
よ
う
な
ら
石
川
淳
さ
ん
」

が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
放
送
日
当
日
（
昼
）
に
一
行
院
千
日
谷
会
堂
（
新
宿

区
南
元
町
）
で
催
さ
れ
た
「
石
川
淳
と
別
れ
る
会
」
を
取
り
上
げ
た
も
の
。
弔
辞
を

述
べ
る
中
村
真
一
郎
・
加
藤
周
一
・
安
部
公
房
・
丸
谷
才
一
・
武
満
徹
の
姿
を
中
心

に
、
会
場
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
こ
の
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
他
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、「
脚
光
あ
び
る　
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ラジオ・テレビと石川淳

グ
ル
ジ
ア
映
画
」「
急
が
れ
る
ガ
ン
ダ
ー
ラ
遺
跡
の
保
存
」「
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
の
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
完
成
―
北
海
道
・
鶴
居
村
」
の
三
つ
で
あ
っ
た
。

⑪
Ｅ
Ｔ
Ｖ
８　

時
代
の
中
の
文
学
賞
―
芥
川
賞
・
直
木
賞
１
０
０
回
目

　

1989/01/17　
20

：00

（45

：00

）　

教
育

　

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
検
索
に
よ
り
示
さ
れ
る
「
基
本
情
報
」
の
「
要
約
」
欄
に
《
一
二

日
、
一
〇
〇
回
目
の
芥
川
賞
と
直
木
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
菊
池
寛
が
両
賞
を

制
定
し
た
の
は
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）。
第
一
回
の
受
賞
者
、
石
川
達
三
、

川
口
松
太
郎
に
は
じ
ま
り
、
石
川
淳
、
井
伏
鱒
二
ら
を
経
て
、
戦
後
の
第
三
の
新
人

た
ち
へ
と
、
両
賞
は
昭
和
の
文
学
史
を
作
っ
て
き
た
。
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
文

学
賞
の
意
味
を
、
賞
を
出
す
側
、
選
ぶ
人
、
受
け
る
作
家
の
三
つ
の
立
場
の
人
々
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
構
成
す
る）

（1
（

。》
と
書
か
れ
て
い
る
通
り
の
番
組
で
あ
る
。
石
川

淳
の
名
前
が
出
て
い
る
が
、
番
組
冒
頭
で
歴
代
の
受
賞
者
の
顔
写
真
一
覧
が
映
し
出

さ
れ
る
際
に
石
川
の
顔
も
ア
ッ
プ
と
な
る
だ
け
で
、
主
題
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
は

い
な
い
。

⑫
趣
味
百
科　

俳
句
―
句
会
に
つ
い
て

　

1990/04/05　

21

：30

（29

：30

）　

教
育

　

講
師
は
石
原
八
束
で
あ
る
。
句
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
話
の
中
で
、
や
や

唐
突
の
感
も
あ
る
が
、
江
戸
の
文
化
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
俳
句
に
残
し
て
い
る

タ
イ
プ
と
、
正
岡
子
規
・
高
浜
虚
子
ら
四
国
の
方
々
が
東
京
に
来
て
広
め
た
俳
句
と

の
二
つ
に
大
別
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
言
い
、
前
者
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
久
保

田
万
太
郎
の
、

　
　

湯
豆
腐
や
い
の
ち
の
は
て
の
う
す
あ
か
り

を
挙
げ
、続
い
て
、《
え
、そ
れ
か
ら
や
は
り
文
士
な
ん
で
す
け
れ
ど
、こ
れ
も
江
戸
っ

子
の
石
川
淳
》
の
句
と
し
て
、

　
　

秋
風
の
袂
に
の
こ
る
道
の
は
て）

（1
（

を
紹
介
し
（
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
映
像
④
）、《
こ
う
い
う
道
の
は
て
と
か
、
い
の
ち
の
は

て
っ
て
い
う
と
こ
ろ
に
、
こ
う
い
う
文
士
の
、
な
ん
か
こ
の
、
も
の
の
見
え
た
と
こ

ろ
が
詠
わ
れ
て
い
て
、
感
銘
深
い
句
だ
と
思
い
ま
す
。》
と
言
う
。

　

ち
な
み
に
、
大
別
さ
れ
た
う
ち
の
後
者
に
つ
い
て
は
、
虚
子
の
《
桐
一
葉
日
当
り

な
が
ら
落
ち
に
け
り
》
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

知
ら
れ
る
よ
う
に
石
原
八
束
（
一
九
一
九
～
一
九
九
八
）
は
、
は
じ
め
飯
田
蛇
笏

に
師
事
、
戦
後
、
三
好
達
治
に
師
事
す
る
。
石
川
淳
と
三
好
達
治
と
は
親
し
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
石
原
と
石
川
の
距
離
も
近
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
、
石
川
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
句
が
、

久
保
田
万
太
郎
の
有
名
過
ぎ
る
ほ
ど
有
名
な
句
と
並
べ
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

知
名
度
は
と
も
か
く
、
石
原
の
石
川
の
句
に
対
す
る
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
は
、

石
原
『
俳
句
の
作
り
方
』（
明
治
書
院
（
作
法
叢
書
）、
一
九
七
〇
、
改
訂
版

一
九
七
六
）
の
中
の
「
Ⅷ　

名
作
抄
二
百
句
」
で
も
宗
因
、
西
鶴
か
ら
始
ま
っ
て
明

治
以
降
、同
時
代
の
作
品
ま
で
を
紹
介
す
る
中
で
、こ
の
句
を
石
川
の
も
う
一
句
《
あ

ま
つ
さ
へ
潮
の
香
さ
そ
ふ
無
月
か
な）

（1
（

》
と
並
べ
て
紹
介
し
て
い
る
こ
と
（
一
三
五
頁
、

改
訂
版
一
四
九
頁
）
か
ら
も
分
か
る
。
石
原
は
、
石
川
淳
の
句
業
を
受
け
止
め
て
い
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た
数
少
な
い
一
人
で
あ
っ
た
。

⑬
朗
読
紀
行　

に
っ
ぽ
ん
の
名
作　

石
川
淳
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」

　

2001/01/29　
23

：20

（49

：50

）　

Ｂ
Ｓ
ｈ
ｉ

　
「
基
本
情
報
」
の
「
要
約
」
に
は
、

日
本
文
学
の
名
作
を
、
現
代
の
俳
優
が
現
代
の
風
景
の
中
で
、
現
代
を
代
表
す

る
演
出
家
の
演
出
に
よ
っ
て
朗
読
す
る
番
組
。
一
九
九
九
年
［
二
〇
〇
〇
年
で

は
？
］
の
放
送
以
来
、
三
回
目
［
二
回
目
で
は
？
］
を
迎
え
る
今
シ
リ
ー
ズ
第

二
夜
［
第
一
夜
で
は
？
］
の
『
焼
跡
の
イ
エ
ス
』
は
、
昭
和
二
一
年
に
発
表
さ

れ
、
石
川
淳
晩
年
の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。
人
間
の
魂
の
原
型
を
描
い

た
、
孤
高
の
文
人
の
作
品
を
朗
読
す
る
の
は
俳
優
の
西
島
秀
俊
。
演
出
は
、
映

画
「
ユ
リ
イ
カ
」
で
カ
ン
ヌ
映
画
祭
国
際
批
評
家
連
盟
賞
を
受
賞
し
た
映
画
監

督
、
青
山
真
治
。

原
作　

石
川
淳　

朗
読　

西
島
秀
俊）

（1
（

と
あ
る
。
一
応
、
朗
読
番
組
と
分
類
で
き
よ
う
が
、
以
前
の
「
作
家
が
読
む
こ
の
一

冊
」
の
よ
う
な
、
ス
タ
ジ
オ
の
中
で
椅
子
な
ど
に
腰
を
下
ろ
し
た
出
演
者
が
お
と
な

し
く
朗
読
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
右
の
「
要
約
」
の

始
め
の
と
こ
ろ
に
《
現
代
の
風
景
の
中
で
［
略
］
朗
読
す
る
》
と
あ
る
よ
う
に
、
今

日
の
風
景
の
中
に
朗
読
者
が
立
ち
、
さ
ら
に
作
中
世
界
に
お
け
る
語
り
手=

主
人

公
を
演
じ
な
が
ら
朗
読
す
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
独
特
で
あ
る
。

　

さ
て
、《
現
代
の
風
景
の
中
で
》
と
あ
る
が
、「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」（『
新
潮
』

一
九
四
六
・
一
〇
）
は
ど
ん
な
《
現
代
の
風
景
の
中
》
に
置
か
れ
た
の
か
。
映
像
か

ら
判
断
す
る
限
り
、
ロ
ケ
は
ざ
っ
と
数
え
て
五
つ
の
場
所
で
行
な
わ
れ
た
よ
う
だ
。

周
囲
を
睥
睨
す
る
か
の
よ
う
な
高
い
ビ
ル
の
屋
上
（
上
野
？
）、
か
な
り
敷
地
が
広

そ
う
な
廃
工
場
（
静
止
画
⑥
⑩
⑪
⑮
な
ど
）、
回
廊
の
あ
る
白
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

廃
病
院
の
よ
う
な
建
物
（
静
止
画
⑦
、
以
下
、
廃
病
院
と
記
す
）、
上
野
公
園
（
東

照
宮
ほ
か
）、
荒
川
下
流
の
河
川
敷
に
繋
が
る
傾
斜
地
、
の
五
つ
で
あ
る
。

　

高
い
ビ
ル
の
屋
上
で
兵
隊
め
い
た
服
装
の
西
島
秀
俊
が
航
空
兵
の
ゴ
ー
グ
ル
を
付

け
た
姿
で
登
場
し
、
ま
る
で
こ
の
下
で
近
過
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
と
見
定
め
る
か
の

よ
う
に
街
を
見
下
ろ
す
。
そ
の
あ
と
、
敗
戦
直
前
か
ら
敗
戦
後
に
か
け
て
の
ニ
ュ
ー

ス
映
像
が
さ
ま
ざ
ま
映
し
出
さ
れ
、「
浮
浪
児
狩
り
」
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
の
あ
と
、

物
語
的
部
分
が
始
ま
る
。

　

原
作
で
は
上
野
広
小
路
近
く
の
闇
市
と
上
野
公
園
で
起
こ
っ
た
こ
と
が
、
映
像
で

は
廃
工
場
と
廃
病
院
を
舞
台
に
描
か
れ
る
。
一
応
廃
工
場
内
に
、
葭
簀
張
り
の
屋
台

店
の
よ
う
な
も
の
が
作
ら
れ
て
お
り
（
静
止
画
⑥
）、
お
む
す
び
が
あ
り
、
魚
ら
し

き
も
の
が
七
輪
で
焼
か
れ
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
あ
る
程
度
の
再
現
は
行
な
わ
れ
て

い
る
が
、廃
工
場
、廃
病
院
で
あ
る
こ
と
は
全
く
隠
さ
れ
て
お
ら
ず
、い
ず
れ
も
「
廃
」

で
あ
る
と
こ
ろ
に
敗
戦
直
後
の
焼
跡
の
荒
廃
ぶ
り
と
対
応
さ
せ
て
い
る
か
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
な
ど
、
緻
密
な
再
現
よ
り
も
象
徴
的
と
い
う
印
象
が
強
い
。
こ
の
象
徴

的
な
舞
台
装
置
の
味
わ
い
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
放
し
が
格
好
良
い
と
い
う
意

味
で
の
格
好
良
さ
に
近
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

後
半
に
な
る
と
、
時
折
、
十
字
架
を
背
負
っ
た
男
が
画
面
を
横
切
っ
た
り
（
静
止

画
⑧
⑨
）、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
イ
コ
ン
像
が
映
し
出
さ
れ
た
り
も
す
る
（
静
止

画
⑪
⑭
）
が
、
深
刻
と
言
う
よ
り
は
一
種
チ
ー
プ
な
印
象
が
強
い
。
こ
の
チ
ー
プ
さ

は
、
始
め
の
方
で
コ
ピ
ー
機
か
ら
作
品
名
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
が
写
っ
た
紙
が
次
々

と
何
枚
も
出
て
来
る
場
面
（
静
止
画
⑤
）
な
ど
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
挿
入
音
楽
に
つ
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い
て
も
、
最
初
は
比
較
的
ク
ラ
シ
カ
ル
な
映
画
音
楽
風
の
も
の
だ
っ
た
の
が
後
半
特

に
激
し
い
ノ
イ
ズ
系
の
も
の
に
な
っ
た
り
と
、
重
厚
な
い
わ
ゆ
る
「
文
芸
的
」
な
も

の
よ
り
も
、
も
っ
と
ポ
ッ
プ
な
あ
る
い
は
も
っ
と
「
尖
っ
た
」
映
像
作
品
た
る
こ
と

を
目
指
し
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

少
年
が
女
の
足
を
た
ら
い
の
水
で
洗
い
、
そ
れ
を
見
て
い
た
朗
読
者
（
語
り
手
）

ま
で
が
女
の
足
を
な
で
る
よ
う
に
洗
い
、
腿
の
あ
た
り
に
口
を
付
け
る
と
い
う
や
や

エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
が
あ
る
が
、
原
作
で
は
、
女
と
少
年
の
身
体
が
接
触
し
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
た
ま
た
ま
近
く
を
通
り
か
か
っ
た
語
り
手
（
わ
た
し
）
も
接
触
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
形
で
、
も
の
の
は
ず
み
で
起
こ
っ
た
と
っ
さ
の
出
来
事
と
し
て
描

か
れ
て
い
た
場
面
で
あ
り
、
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
映
像
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
視
覚
に
訴
え
る
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
作
り
へ
と
変
更
が
生
じ
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
原
作
で
ち
ら
っ
と
触
れ
ら
れ
て
い
た
だ
け
の
こ
と
が
、
映
像

化
と
い
う
条
件
の
中
で
、
拡
大
・
強
調
さ
れ
た
例
が
見
出
せ
る
。

　

少
年
に
語
り
手
が
追
い
か
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
原
作
に
忠
実
に
上
野
公
園
で
撮
影

さ
れ
て
い
る
が
、し
か
し
そ
れ
は
少
年
が
い
よ
い
よ
迫
っ
て
来
る
と
こ
ろ
ま
で
で（
静

止
画
⑫
）、
そ
の
後
、
少
年
に
組
み
付
か
れ
た
と
こ
ろ
は
、
堤
防
か
ら
河
川
敷
に
つ

な
が
る
草
の
生
え
た
傾
斜
地
を
朗
読
者
（
語
り
手
）
の
み
が
転
が
り
落
ち
て
ゆ
く
と

い
う
形
で
ス
ロ
ー
映
像
を
組
み
込
み
な
が
ら
描
き
出
さ
れ
て
い
る
（
静
止
画
⑬
）。

こ
の
よ
う
に
肝
腎
の
組
み
付
か
れ
る
場
面
―
―
原
作
で
は
こ
の
時
に
少
年
が
イ
エ
ス

で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
語
り
手
に
気
付
か
せ
て
い
る
い
わ
ば
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
場
面
で
あ
る
―
―
に
少
年
を
登
場
さ
せ
な
い
と
い
う
演
出
方
法
か
ら
も
、

ベ
タ
な
写
実
的
な
再
現
は
全
く
意
図
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
種
の
象
徴
化
が
目
論
ま
れ

て
い
た
と
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
を
検
索
し
て
み
る
と
こ
の
シ
リ
ー
ズ
「
朗
読
紀
行　

に
っ
ぽ
ん
の

名
作
」
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
も
含
め
、
以
下
二
〇
件
が
確
認

さ
れ
る
。

2000/02/21

（
Ｂ
Ｓ
ｈ
ｉ
放
送
日）
（1
（

）
太
宰
治
「
斜
陽
」　

堀
川
と
ん
こ
う
（
演
出
）

田
中
裕
子
（
出
演=

朗
読
）

2000/02/22

山
口
瞳
「
江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
生
活
」　

市
川
準　

平
田
満

2000/02/23

三
浦
哲
郎
「
忍
ぶ
川
」　

大
林
宣
彦　

三
浦
友
和

2001/01/29

石
川
淳
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」　

青
山
真
治�

西
島
秀
俊

2001/02/04

三
島
由
紀
夫
「
潮
騒
」　

石
橋
冠　

中
井
貴
一

2001/02/04

森
敦
「
月
山
」　

相
米
慎
二　

柄
本
明

2001/02/04

坂
口
安
吾
「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」　

長
崎
俊
一　

川
原
亜
矢
子

2002/01/28

松
本
清
張
「
張
込
み
」　

平
山
秀
幸　

長
塚
京
三

2002/01/30

林
芙
美
子
「
浮
雲
」　

堀
川
と
ん
こ
う　

名
取
裕
子

2003/01/27

吉
田
満
「
戦
艦
大
和
ノ
最
期
」�　

根
岸
吉
太
郎　

村
上
淳

2003/01/28

井
上
靖
「
猟
銃
」　

行
定
勲　

大
竹
し
の
ぶ

2003/01/29

宮
沢
賢
治
「
風
の
又
三
郎
」　

黒
沢
清　

小
泉
今
日
子

2003/01/30

檀
一
雄
「
火
宅
の
人
」　

河
瀬
直
美　

う
じ
き
つ
よ
し

2003/02/03

永
井
荷
風
「
濹
東
綺
譚
」　

中
田
秀
夫　

麻
生
祐
未

2003/02/04

宇
野
千
代
「
お
は
ん
」　

松
岡
錠
司　

豊
川
悦
司

2003/07/11

井
上
ひ
さ
し
「
モ
ッ
キ
ン
ポ
ッ
ト
師
の
後
始
末
」　

崔
洋
一　

小

澤
征
悦

2003/07/18

織
田
作
之
助
「
夫
婦
善
哉
」　

井
筒
和
幸�

藤
山
直
美

2003/07/25

司
馬
遼
太
郎
「
燃
え
よ
剣
」　

源
孝
志　

堤
真
一

2003/08/01

夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
」　

石
井
聰
亙　

若
尾
文
子

2003/09/26
吉
本
ば
な
な
「
と
か
げ
」　

塚
本
晋
也　

り
ょ
う
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先
ほ
ど
、「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
に
つ
い
て
、
原
作
の
忠
実
な
再
現
を
目
指
さ
な
い

象
徴
化
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
が
、
演
出
は
作
品
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
（
す
べ

て
を
網
羅
的
に
視
聴
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
）。
坂
口
安
吾
「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」

も
、
比
較
的
象
徴
化
が
施
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
が
、
永
井
荷
風
「
濹
東
綺
譚
」

な
ど
は
、
時
代
考
証
的
な
面
も
含
め
、
舞
台
装
置
が
相
当
綿
密
に
作
り
込
ま
れ
て
い

る
印
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
一
般
的
な
意
味
で
の
ド
ラ
マ
化
・
映
画
化
に

近
い
分
だ
け
、
主
人
公
が
原
作
の
言
葉
を
朗
読
し
て
い
る
こ
と
へ
の
違
和
感
が
、「
焼

跡
の
イ
エ
ス
」
の
場
合
よ
り
ず
っ
と
強
か
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
作
品
世
界
を
再
現
し
つ
つ
朗
読
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
独
特
さ
に

つ
い
て
は
次
章
で
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

⑭
週
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー　

2009/07/18　

08
：30
（54

：00

）　

Ｂ
Ｓ
２

　
「
週
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
」
は
一
九
九
一
年
四
月
か
ら
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
放

送
さ
れ
て
い
た
書
評
番
組
で
、
基
本
的
に
、
ゲ
ス
ト
書
評
者
三
名
が
三
冊
ず
つ
お
す

す
め
の
本
を
紹
介
し
、
う
ち
一
冊
に
つ
い
て
は
他
の
書
評
者
ら
と
合
評
す
る
「
お
す

す
め
の
一
冊
」、
特
定
の
作
家
・
執
筆
者
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
新
作
・
話
題
作
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
し
た
り
、
本
や
出
版
に
ま
つ
わ
る
話
題
を
取
り
上
げ
た
り
す
る

「
特
集
」、
ジ
ャ
ン
ル
別
売
れ
筋
作
品
を
紹
介
す
る
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
レ
ビ
ュ
ー
」
か

ら
な
る
。

　

当
該
放
送
は
、
八
四
六
回
目
を
数
え
、
司
会
は
藤
沢
周
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
谷
口

真
衣
で
あ
る
（
静
止
画
⑰
）。

　
「
基
本
情
報
」
の
「
要
約
」
に
は
、《
８
４
６
号
▽
お
す
す
め
の
一
冊
：
逢
坂
剛
お

す
す
め
、
佐
野
洋
著
「
ミ
ス
テ
リ
ー
と
の
半
世
紀
」、
青
木
奈
緒
お
す
す
め
、
出
久

根
達
郎
著
「
御
留
山
騒
乱
」、
縄
田
一
男
お
す
す
め
、
石
牟
礼
道
子
著
「
石
牟
礼
道

子　

詩
文
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１　

猫
」
▽
特
集
：
島
田
雅
彦
、
長
編
小
説
「
徒
然
王
子
」

を
語
る
。》
と
あ
る
だ
け
で
、
石
川
淳
の
名
前
も
作
品
名
も
出
て
こ
な
い
が
、
逢
坂

剛
の
お
す
す
め
の
中
の
合
評
対
象
で
は
な
い
一
冊
と
し
て
石
川
の
著
書
が
入
っ
て
い

る
。

　

ゲ
ス
ト
三
名
の
お
す
す
め
の
書
籍
を
一
通
り
記
し
て
お
く
。

逢
坂
剛　

志
水
辰
夫
『
ラ
ス
ト
ラ
ン
』、
石
川
淳
『
普
賢
・
佳
人
』、
佐
野
洋
『
ミ

ス
テ
リ
ー
と
の
半
世
紀
』（
合
評
）

青
木
奈
緖　

川
口
松
太
郎
『
人
情
馬
鹿
物
語
』、
赤
木
明
登
・
著
、
小
泉
佳
春
・

写
真
『
美
し
い
こ
と
』、
出
久
根
達
郎
『
御
留
山
騒
乱
』（
合
評
）

縄
田
一
男　

佐
々
木
譲
・
著
、
宇
野
亜
喜
良
・
絵
『
幻
影
シ
ネ
マ
館
』、
宮
本

昌
孝
『
海
王
（
上
・
下
）』、
石
牟
礼
道
子
著
『
石
牟
礼
道
子
詩
文
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
１
―
猫
』（
合
評
）

　

石
川
の
著
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
部
分
を
文
字
起
こ
し
し
て
お
こ
う
（
静
止
画
⑱

⑲
）。藤

沢　

そ
れ
で
は
二
冊
目
は
ど
ち
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

逢
坂　

二
冊
目
は
石
川
淳
の
『
普
賢
・
佳
人
』、
こ
の
二
つ
入
っ
た
短
篇
集
で
す）

（1
（

。

　
　

石
川
淳
は
で
す
ね
、
わ
た
し
が
、
も
う
、
高
校
生
の
頃
か
ら
、
な
ん
だ
か

知
ら
ん
け
ど
、
の
め
り
こ
ん
だ
小
説
、
作
家
な
ん
で
す
ね
。
で
、
こ
の
人
好

き
に
な
る
と
で
す
ね
、
え
え
、
石
川
教
の
信
者
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
よ
。
で
、
こ
れ
ま
あ
、
独
特
の
文
章
の
ね
、
リ
ズ
ム
が
あ
っ
た
り
し
て
、

す
ご
く
日
本
語
を
自
家
薬
籠
中
に
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
す
ご
い
作

家
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
も
う
、
こ
の
人
こ
そ
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
っ
て
ほ
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し
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ミ
ス
テ
リ
や
時
代
小
説
、
冒
険
小
説
を
本
領
と
す
る
逢
坂
と
石
川
の
取
り
合
わ
せ

は
意
外
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、逢
坂
に
は
「
石
川
教
の
裔
」（『
す
ば
る
』

一
九
八
八
・
四
臨
時
増
刊
〈
石
川
淳
追
悼
記
念
号
〉）
と
い
っ
た
石
川
に
触
れ
た
文
章

も
あ
り
、
そ
の
中
で
《
言
葉
の
も
っ
と
も
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、「
文
学
」
と
い

う
も
の
を
想
起
す
る
と
き
、
ま
ず
わ
た
し
の
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
石
川
淳
の
存
在

で
あ
っ
た
。》
と
述
べ
て
い
る
（
三
四
六
頁
）。
番
組
で
の
発
言
中
に
あ
っ
た
《
石
川

教
の
信
者
》
と
い
う
言
い
回
し
は
、
先
に
見
た
「
作
家
が
読
む
こ
の
一
冊
」
で
野
坂

昭
如
（
一
九
三
〇
年
生
ま
れ
）
が
用
い
て
い
た
の
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

右
の
エ
ッ
セ
イ
に
、
野
坂
の
言
葉
に
つ
い
て
《
そ
れ
は
ま
さ
に
わ
た
し
自
身
の
、
と

い
う
よ
り
多
く
の
石
川
文
学
フ
ァ
ン
の
気
持
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
》

と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
同
エ
ッ
セ
イ
に
、
高
校
時
代
、
最
初
に
読
ん
だ
石
川
の

作
品
が
「
普
賢
」
だ
っ
た
と
も
書
か
れ
て
お
り
、
逢
坂
（
一
九
四
三
年
生
ま
れ
）
は

自
ら
の
初
体
験
を
踏
ま
え
て
、
数
あ
る
石
川
の
作
品
の
中
か
ら
特
に
『
普
賢
・
佳
人
』

を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
四
　
文
字
言
語
と
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
・
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア

　

先
に
「
一
」
で
、
石
川
淳
お
よ
び
そ
の
作
品
に
関
わ
る
一
四
件
に
つ
い
て
、
ラ
ジ

オ
番
組
（
①
～
⑧
）
か
テ
レ
ビ
番
組
（
⑨
～
⑭
）
か
、
ま
た
、
作
家
・
石
川
淳
そ
の

人
が
出
演
し
た
番
組
（
①
～
③
）
か
、
石
川
淳
そ
の
人
の
消
息
と
関
わ
る
番
組
（
⑩

と
⑪
）
か
、
そ
れ
と
も
石
川
淳
の
作
品
に
関
わ
る
番
組
（
④
～
⑨
、
⑫
～
⑭
）
か
、

と
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
と
内
容
的
な
種
類
で
整
理
し
て
み
た
。
こ
れ
は
、
実
際
に
残
さ

れ
て
い
る
番
組
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
の
概
要
を
掴
む
た
め
の
便
宜
的
な

整
理
で
あ
っ
た
が
、「
二
」「
三
」
と
ひ
と
通
り
詳
し
く
見
て
み
た
後
で
は
、
ま
た
別

の
整
理
の
仕
方
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
石
川
お
よ
び
石
川
作
品
に
つ
い
て
知
識
・
情
報
・
見
識
を
提
供
す

る
タ
イ
プ
の
番
組
と
、
石
川
作
品
を
別
メ
デ
ィ
ア
に
脚
色
す
る
タ
イ
プ
の
番
組
と
、

と
い
う
二
分
法
で
あ
る
。
後
者
に
該
当
す
る
の
は
④=

⑤
「
鷹
」
と
⑬
「
焼
跡
の

イ
エ
ス
」
の
二
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
今
回
の
研
究
テ
ー
マ
の
中
心
に
あ
っ
た
〈
文
字
言
語
が
映
像
（
視
聴
覚
言

語
）
の
中
に
置
き
換
え
ら
れ
、
あ
る
種
の
越
境
を
果
た
し
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に

変
質
す
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
新
た
な
価
値
を
付
与
さ
れ
る
か
〉
と
い
う
稿
者
の

関
心
と
も
最
も
強
く
関
わ
る
の
が
こ
の
「
鷹
」「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
を
脚
色
し
た
番

組
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

④=

⑤
「
鷹
」
は
原
作
の
会
話
部
分
の
み
な
ら
ず
地
の
文
も
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
活
用
し
、
原
作
の
言
葉
を
か
な
り
忠
実
に
生
か
し
た
上
で
、
音
響
効
果
な
ど
も

加
え
て
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
し
て
完
成
度
の
高
い
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
た
。

　

他
方
、
⑬
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
は
、
前
章
で
内
容
を
見
た
際
に
も
触
れ
た
が
、
原

作
の
忠
実
な
再
現
と
い
う
よ
り
は
象
徴
的
な
再
現
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
文
芸

的
と
い
う
よ
り
も
も
っ
と
ポ
ッ
プ
な
（
あ
る
い
は
パ
ン
ク
な
）
も
の
が
目
指
さ
れ
て

い
る
と
い
う
印
象
の
仕
上
が
り
で
あ
っ
た
。

　
「
鷹
」
に
つ
い
て
、
出
発
点
も
目
標
地
点
も
や
は
り
作
品
（
文
字
テ
ク
ス
ト
）
だ

と
言
い
得
る
と
す
れ
ば
、「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
で
は
、
作
品
（
文
字
テ
ク
ス
ト
）
が

あ
く
ま
で
も
出
発
点
に
過
ぎ
ず
、
す
な
わ
ち
あ
る
意
味
で
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い
と

も
言
い
得
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
（
聴
覚
作
品
）
と
テ
レ
ビ
番

組
（
視
聴
覚
作
品
）
と
の
モ
ー
ド
の
違
い
、
文
学
お
よ
び
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
の
両
分
野
に
お
け
る
作
ら
れ
た
時
代
の
違
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
が
、「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
演
出
の
青
山
真
治
の
セ
ン
ス
、
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方
法
論
に
関
わ
る
部
分
も
大
き
そ
う
だ
し
、
演
出
者
に
与
え
ら
れ
た
と
思
し
い
フ

リ
ー
ハ
ン
ド
の
大
き
さ
も
重
要
だ
っ
た
ろ
う
。

　

先
に
、「
鷹
」
と
並
べ
て
、
石
川
作
品
を
別
メ
デ
ィ
ア
に
脚
色
す
る
タ
イ
プ
の
番

組
と
分
類
し
た
が
、た
だ
し
、「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
が
〈
朗
読
〉
番
組
と
い
う
面
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
作
品
世
界
の
映
像
化
は
も
ち
ろ
ん
な

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
主
人
公
が
、
主
人
公
で
あ
る
と
同
時
に
作
品
本
文
の
朗
読
者

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
と
も
面
白
い
と
言
え
ば
面
白
い
し
、
不
思
議
と
言
え
ば
不

思
議
な
作
り
方
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
接
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
う
ち
、
印
象
が
最

も
強
烈
だ
っ
た
の
が
こ
の
番
組
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
映
像
の
強
度

そ
の
も
の
か
ら
発
し
て
い
る
が
、
ド
ラ
マ
化
さ
れ
な
が
ら
朗
読
も
さ
れ
る
こ
の
不
思

議
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
作
品
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
簡
単
に
答
え
の
出
そ
う

に
な
い
問
い
が
突
き
付
け
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
お
け
る
〈
朗
読
〉
番
組
の
歴
史
の
厚
み
と
関
わ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
成
り
立
ち
そ
う
だ
が
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
確
立
し
て
い
た
朗
読
番
組
に
実
験
的
な
要
素
を
加
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
か
。
実
験
的
。
実
験
。
な
ら
ば
、
一
体
ど
の
よ
う
な
実
験
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
別
の
回
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
確
認
し
て
み
る
と
、「
斜
陽
」
に

つ
い
て
の
「
基
本
情
報
」
の
「
要
約
」
欄
に
は
《
文
学
作
品
を
そ
の
ま
ま
朗
読
す
る

と
い
う
新
し
い
試
み
の
「
朗
読
ド
ラ
マ
」。
一
切
の
過
剰
な
説
明
を
廃
し
、
言
葉
の

魅
力
、
言
葉
の
力
そ
れ
自
体
を
テ
レ
ビ
の
映
像
で
表
現
す
る
。》
と
あ
り
、「
夫
婦
善

哉
」
に
つ
い
て
の
「
基
本
情
報
」
の
「
内
容
」
欄
に
は
、《〝
に
っ
ぽ
ん
の
名
作
〟
は

〝
名
作
〟
に
〝
何
も
足
さ
な
い
、
只
読
む
〟
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
構
成
の
中
で
映
像

と
言
葉
を
鮮
や
か
に
、
ど
っ
し
り
と
表
現
し
た
番
組
。》
と
あ
る
。《
一
切
の
過
剰
な

説
明
を
廃
し
》、
あ
る
い
は
《〝
何
も
足
さ
な
い
、
只
読
む
〟》
と
い
っ
た
文
言
か
ら
、

企
画
段
階
で
の
狙
い
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
朗
読
番
組
と
い
う
枠
組
み
を
重
視
し
、

余
計
な
付
加
は
目
指
さ
な
い
と
い
う
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
理
解
さ
れ
る
が
、

実
際
に
視
聴
し
て
み
て
の
印
象
は
、《
何
も
足
さ
な
い
》
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

　

こ
の
違
和
感
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
る
た
め
に
、
こ
こ
で
少
し
〈
朗
読
〉
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　

近
代
に
入
っ
て
読
書
に
際
し
て
音
読
か
ら
黙
読
へ
と
い
う
モ
ー
ド
の
移
行
が
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
田
愛
「
音
読
か
ら
黙
読
へ
―
近
代
読
者
の
成
立）

11
（

」
な
ど
が

既
に
明
ら
か
に
し
て
来
た
こ
と
で
あ
り
、
文
字
媒
体
・
活
字
媒
体
へ
の
接
し
方
の
大

き
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
そ
の
通
り
だ
ろ
う
。
石
川
淳
自
身
も
自
身
の
文
章
観
、
小

説
観
に
基
づ
き
、《
文
章
は
か
な
ら
ず
黙
つ
て
眼
で
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
と
い

ふ
単
純
な
約
束）

1（
（

》
と
黙
読
を
最
重
要
視
し
、
大
前
提
と
す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

だ
が
、
そ
ん
な
中
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
開
始
（
一
九
二
五
年
）
の
後
、
聴
覚
メ
デ
ィ
ア

の
普
及
の
中
で
朗
読
番
組
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
三
六
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
和

田
信
賢
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
ラ
ジ
オ
小
説
」
と
題
し
た
番
組
で
夏
目
漱
石
「
三
四
郎
」

を
朗
読
し
た
の
が
、
文
学
作
品
の
朗
読
番
組
と
し
て
は
嚆
矢
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
和
田
信
賢
自
身
が
「
文
学
作
品
朗
読
の
問
題
」（『
放
送
』

一
九
三
五
・
五
）
で
《
放
送
文
芸
以
前
》
に
お
け
る
《
文
学
者
の
芸
術
的
意
図
の
伝

達
享
受
》
に
つ
い
て
歴
史
的
、
原
理
的
考
察
も
含
み
つ
つ
詳
細
な
報
告
を
提
出
し
て

い
る
が
、
例
え
ば
、

こ
の
年［
一
九
三
六
年
］に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
和
田
信
賢
が
初
め
て「
ラ

ジ
オ
小
説
」
の
解
説
的
朗
読
を
行
な
っ
た
。
こ
の
「
ラ
ジ
オ
小
説
」
は
原
作
が

夏
目
漱
石
の
『
三
四
郎
』
で
あ
っ
た
。
脚
色
は
小
林
勝
、
演
出
が
山
本
嘉
次
郎
、

出
演
者
は
汐
見
洋
、
小
杉
義
男
、
北
澤
彪
（
三
四
郎
役
）、
長
岡
輝
子
、
語
り

手
が
和
田
信
賢
と
い
う
陣
容
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、こ
の「
ラ

ジ
オ
小
説
」
は
か
な
り
本
格
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。（
東
百
道
『
朗
読
の
理
論
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―
感
動
を
つ
く
る
朗
読
を
め
ざ
し
て
』（
木
鶏
社
、
二
〇
〇
八
、�

二
九
頁
）

と
い
う
風
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る）
11
（

。
た
だ
し
、
作
品
原
文
を
そ
の
ま
ま
朗

読
す
る
の
で
は
な
く
、「
脚
色
」（
整
理
・
再
構
成
）
が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

他
方
ま
た
、
学
校
教
育
の
現
場
で
は
、
か
つ
て
の
寺
子
屋
に
お
け
る
「
読
書
百
遍

意
自
ず
か
ら
通
ず
」
式
の
漢
文
の
素
読
以
来
の
音
読
重
視
が
敗
戦
ま
で
続
い
て
お
り
、

敗
戦
後
、
黙
読
重
視
に
転
換
し
た
後
も
、
小
学
校
の
低
学
年
か
ら
段
階
的
に
音
読
か

ら
黙
読
へ
と
切
り
換
え
て
ゆ
く
と
い
う
指
導
方
針
は
今
日
に
至
る
ま
で
踏
襲
さ
れ
て

い
る）

11
（

。

　

朗
読
番
組
も
啓
蒙
的
な
教
養
番
組
の
系
統
に
属
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
教
育
現
場
の
あ
り
方
と
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
教
育
現
場
で
文
章
を
理
解
さ

せ
る
た
め
に
音
読
さ
せ
、
理
解
し
た
文
章
を
伝
え
さ
せ
る
た
め
に
（
表
現
さ
せ
る
）

た
め
に
朗
読
さ
せ
る
こ
と
と
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
お
い
て
（
視
）
聴
者
に
文
学
作

品
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
作
家
が
朗
読
し
て
聞
か
せ
る
こ
と
が
、

並
行
し
て
続
い
て
来
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
啓
蒙
性
と
い
う
点
で
、
教
育
現
場
と
も
シ
ン
ク
ロ
し
な
が
ら
、
ラ
ジ

オ
（
そ
し
て
の
ち
に
は
テ
レ
ビ
）
が
〈
朗
読
番
組
〉
を
重
要
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
育

ん
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
〈
朗
読
番
組
〉
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
枠
内
に
ぎ
り
ぎ
り

収
ま
り
つ
つ
、
教
養
番
組
の
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
化
と
い
う
周
知
の
通
り
の
ト
レ
ン

ド
の
中
で
《
新
し
い
手
法
》、
実
験
的
な
試
み
が
登
場
す
る
文
脈
も
理
解
で
き
そ
う

で
あ
る
。

　

あ
く
ま
で
も
朗
読
番
組
で
あ
っ
て
、
文
学
作
品
の
ド
ラ
マ
化
で
は
な
い
の
だ
、
と
。

　

た
だ
、
演
出
者
の
理
解
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
写
実
的
か
象
徴
的
か
を
問
わ
ず
、

作
品
世
界
を
一
定
レ
ベ
ル
で
再
現
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
、

《
一
切
の
過
剰
な
説
明
を
廃
し
》、あ
る
い
は
《〝
何
も
足
さ
な
い
、只
読
む
〟》
と
い
っ

た
文
言
は
、
決
し
て
〈
朗
読
〉
を
手
放
さ
な
い
、
決
し
て
作
品
本
文
を
別
の
も
の
に

置
き
換
え
な
い
と
い
う
意
味
で
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
楽
し
む
べ
き

は
、
作
品
テ
ク
ス
ト
に
帰
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
ヴ
ェ
ク
ト
ル
と
作
品
テ
ク
ス
ト
か
ら

離
れ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
ヴ
ェ
ク
ト
ル
と
の
せ
め
ぎ
合
い
、
綱
引
き
そ
の
も
の
と
言
う

べ
き
か
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
学
術
ト
ラ
イ
ア
ル
を
利
用
し
て
石
川
淳
に
関

す
る
番
組
を
調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
考
察
を
示
し

た
。

　

作
家
の
肉
声
に
接
し
て
作
家
像
の
立
体
化
を
経
験
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
作
品
か
ら
は
、
原
作
の
聴
覚
的
要
素
に
改
め
て
注
意
さ
せ
ら
れ
た
。

朗
読
番
組
に
つ
い
て
は
、
作
品
か
ら
始
ま
っ
て
作
品
に
返
る
と
い
う
接
し
方
以
外
に

も
、
作
品
を
あ
く
ま
で
も
き
っ
か
け
と
し
、
作
品
の
提
出
し
た
も
の
を
押
し
広
げ
て

ゆ
く
と
い
う
接
し
方
も
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
愛
読
者
の
朗
読
に
よ
っ
て
独
特

な
声
の
息
づ
か
い
が
与
え
ら
れ
、
拡
散
的
な
映
像
化
と
朗
読
さ
れ
る
作
品
テ
ク
ス
ト

と
が
拮
抗
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
Ｔ
Ｖ
が
自

ら
の
メ
デ
ィ
ア
的
特
性
に
即
し
て
、
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
原
作
」（
文
字
言
語
）

を
読
み
換
え
、
そ
の
享
受
の
仕
方
そ
の
も
の
を
変
え
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
と
い
う

風
に
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
の
稿
者
の
調
査
は
、
対
象
を
あ
く
ま
で
も
石
川
淳
に
絞
っ
て
の
も
の
で
あ
っ

た
が
、
か
つ
て
石
川
淳
と
〈
新
戯
作
派
〉
あ
る
い
は
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
言
い
方
で

並
び
称
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
太
宰
治
と
坂
口
安
吾
の
ヒ
ッ
ト
数
を
こ
こ
で
紹
介
し
て

お
く
と
、
太
宰
が
九
九
六
件
、
安
吾
が
二
〇
八
件
で
あ
っ
た
（
重
複
も
あ
る
の
で
、
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や
や
過
大
な
数
字
に
な
っ
て
い
る
）。
石
川
淳
の
一
四
件
と
比
べ
る
と
、そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
ま
ず
は
驚
か
ず
に
い
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
大
学
教
育
の
現
場
で
の
学
生
た

ち
の
反
応
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
思
い
出
せ
ば
、
や
は
り
そ
う
な
の
か
と
も
思
う
。

　

そ
れ
ほ
ど
読
ま
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
石
川
淳
に
つ
い
て
、
だ
が
、
今
回
の
学

術
ト
ラ
イ
ア
ル
の
お
か
げ
で
、
そ
の
肉
声
に
接
す
る
素
朴
な
喜
び
か
ら
、
一
種
斬
新

な
映
像
表
現
の
中
に
石
川
淳
の
テ
ク
ス
ト
が
置
き
直
さ
れ
た
新
鮮
な
驚
き
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
番
組
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
、
示
唆
を
与
え
ら
れ
、
充
実
し
た

時
間
が
過
ご
せ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
大
き
な
こ
と
だ
っ
た
。

　

も
と
よ
り
掘
り
下
げ
は
不
十
分
と
言
う
ほ
か
な
く
、
ま
た
ト
ラ
イ
ア
ル
利
用
期
間

が
終
わ
っ
た
あ
と
、
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
気
づ
い
た
事
柄
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

基
礎
的
な
調
査
と
し
て
も
十
分
と
は
言
え
ま
い
。
こ
ち
ら
の
不
注
意
が
多
々
あ
っ
た

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
デ
ー
タ
の
さ
ら
な
る
整
備
お
よ
び
コ
ン

テ
ン
ツ
公
開
の
拡
大
が
進
め
ら
れ
、
ア
ク
セ
ス
、
調
査
が
さ
ら
に
容
易
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。（
二
〇
一
六
・
一
〇
・
二
一
）
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［
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
映
像
（
静
止
画
）］
※
元
は
す
べ
て
カ
ラ
ー
で
あ
る
。

①

⑦ ②

⑧ ③

⑨ ④

⑩ ⑤

⑥
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⑬

⑲ ⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑪

⑫
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ラジオ・テレビと石川淳

［
注
］

（
１
）http://w

w
w
.nhk.or.jp/archives/academ

ic/index.htm
l#01

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月

二
一
日
閲
覧
。）
原
文
は
横
書
き
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た
。
以
下
同
様
。

（
２
）http://w

w
w
.nhk.or.jp/archives/academ

ic/index.htm
l#02

（
３
）http://w

w
w
.nhk.or.jp/archives/academ

ic/results/index.htm
l#02

（
４
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
デ
ー
タ
で
は
不
明
。
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
他
の
回
か
ら
推
測
。

（
５
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
デ
ー
タ
で
は
不
明
。
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
他
の
回
か
ら
推
測
。

（
６
）
放
送
さ
れ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
も
の
の
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
番
組
の
例
と
し
て
、

①
石
川
淳
も
出
席
し
、
テ
レ
ビ
放
送
（
生
放
送
）
さ
れ
た
名
月
文
壇
句
会
（
一
九
五
五
年
九

月
三
〇
日
、
文
藝
春
秋
新
社
主
催
、
清
澄
庭
園
・
涼
亭
）、
後
段
参
照
、
②
石
川
淳
が
原
作

で
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
放
送
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
日
曜
名
作
座�

白
頭
吟
」（
一
九
六
〇

年
五
月
一
日
～
七
月
三
日
、全
九
回
、椎
名
龍
治
（
脚
色
）、古
関
裕
而
（
音
楽
）、森
繁
久
彌
・

加
藤
道
子
ほ
か
（
出
演
））
な
ど
が
あ
る
。
今
後
の
調
査
に
俟
ち
た
い
。

（
７
）
荷
風
も
含
め
た
一
部
作
家
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
、
教
養
特
集
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
と
し
て
再
放
送
さ
れ
て
い
る
が
、
石
川
淳
の
回
に
つ
い
て
は
現
在
に

至
る
ま
で
再
放
送
さ
れ
て
い
な
い
。

（
８
）「
第
三
章�

石
川
淳
の
文
体
〈
二�

石
川
淳
の
口
調
〉」『
石
川
淳
の
文
学
』
笠
間
書
院
、

一
九
七
八
、二
三
五
～
二
四
一
頁

（
９
）『
石
川
淳
全
集�

第
八
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
、六
三
一
頁

（
10
）
こ
の
図
書
・
資
料
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
資
料
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、《
石
川
淳
訳
》
と
記
載

の
あ
る
『
タ
ル
チ
（
マ
マ
）ユ
フ
』
台
本
も
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
脚
色
は
知
切
光
歳
、
演
出
は

近
江
浩
一
で
九
五
二
年
八
月
二
四
日
午
前
一
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
ラ
ジ
オ
第
二
放
送
で
放

送
さ
れ
た
「
世
界
の
名
作　

タ
ル
テ
ユ
フ
」
の
台
本
だ
が
、
石
川
の
訳
文
（『
タ
ル
テ
ュ
フ
』

春
陽
堂
（
世
界
名
作
文
庫
、
モ
リ
エ
ル
集
３
）、
一
九
三
四
）
か
ら
は
、
文
言
も
構
成
も
か

け
離
れ
て
お
り
、
石
川
の
訳
文
を
素
材
に
し
な
が
ら
自
由
に
作
り
替
え
た
と
い
う
印
象
で
あ

る
。
一
九
五
二
年
時
点
で
例
え
ば
他
に
井
上
勇
や
小
場
瀬
卓
三
に
よ
る
訳
も
あ
っ
た
が
、
他

な
ら
ぬ
石
川
訳
が
素
材
と
し
て
選
ば
れ
た
と
い
う
意
味
で
の
《
石
川
淳
訳
》
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

（
11
）『
音
作
り
半
世
紀
―
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
音
響
効
果
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
一
、
改
訂
版

二
〇
〇
五
）と
い
う
著
書
も
あ
る
。
そ
の
中
で「
鷹
」の
名
前
も
挙
が
っ
て
い
る
が（
八
四
頁
）、

主
題
的
な
言
及
は
な
い
。

（
12
）
原
文
横
書
き
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
直
し
た
。

（
13
）
例
え
ば
、
河
野
多
恵
子
に
よ
る
三
浦
哲
郎
の
短
篇
「
金
色
の
朝
」
の
回
に
つ
い
て
も
、
三
浦

の
故
郷
（
青
森
・
八
戸
）
を
舞
台
と
し
、
会
話
文
は
方
言
で
語
ら
れ
る
作
品
を
、
大
阪
ア
ク

セ
ン
ト
の
河
野
が
つ
っ
か
え
つ
っ
か
え
朗
読
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
不
思
議
な
迫
力
が
感
じ

ら
れ
た
。

（
14
）
原
文
横
書
き
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
直
し
た
。

（
15
）
先
述
の
、
東
京
都
江
東
区
の
清
澄
庭
園
で
開
か
れ
た
名
月
文
壇
句
会
（
文
藝
春
秋
社
主
催
）

で
披
露
さ
れ
た
句
。
宮
田
重
雄
「
名
月
文
壇
句
会
―
あ
ま
つ
さ
へ
潮
の
香
さ
そ
ふ
雨
月
か
な
」

（『
別
冊
文
藝
春
秋
』
第
四
八
号
、
一
九
五
五
・
一
〇
）
参
照
。

（
16
）
こ
の
《
あ
ま
つ
さ
へ
》
の
句
に
つ
い
て
は
、『
石
川
淳
全
集�

第
十
九
巻
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
九
二
）
に
は
《
あ
ま
つ
さ
へ
湖う
み

の
香
さ
そ
ふ
雨
月
か
な
》（
底
本
は
石
塚
友
二
編
『
文

人
俳
句
歳
時
記
』
生
活
文
化
社
、
一
九
六
九
、一
九
八
頁
）
と
い
う
本
文
が
採
用
さ
れ
、
石

原
の
引
用
と
は
異
同
が
あ
る
。
前
掲
記
事「
名
月
文
壇
句
会
」で
も
、サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
は《
あ

ま
つ
さ
へ
潮
の
香
さ
そ
ふ
雨
月
か
な
》、
本
文
中
で
は
《
あ
ま
つ
さ
へ
湖
の
香
さ
そ
ふ
雨
月

か
な
》
と
文
言
に
異
同
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
が
誤
植
で
あ
ろ
う
が
、
短
冊
等
で
確
認
で
き
な

い
限
り
、
三
つ
の
う
ち
の
ど
れ
が
正
し
い
の
か
の
判
断
は
難
し
い
。

（
17
）
原
文
横
書
き
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
直
し
た
。

（
18
）
Ｂ
Ｓ
２
や
地
上
波
総
合
な
ど
他
の
放
送
波
で
も
放
送
さ
れ
て
い
る
が
、
放
送
が
先
行
す
る
Ｂ

Ｓ
ｈ
ｉ
の
放
送
日
に
拠
っ
た
。

（
19
）『
普
賢
・
佳
人
』
講
談
社
（
講
談
社
文
芸
文
庫
）、
一
九
九
五
。「
貧
窮
問
答
」「
葦
手
」
も
併
収
。

一
九
三
五
、三
六
年
に
発
表
さ
れ
た
四
作
品
。

（
20
）『
近
代
読
者
の
成
立
』（
有
精
堂
、
一
九
七
三
）

（
21
）「
文
章
の
形
式
と
内
容
」（『
現
代
文
章
講
座�

第
三
巻
』
三
笠
書
房
、
一
九
四
〇
）
→
『
石
川

淳
全
集�

第
十
二
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
、二
六
六
頁

（
22
）
大
和
定
次
前
掲
書
に
も
、《
こ
の
年
［
一
九
三
六
年
］
の
九
月
、
ラ
ジ
オ
小
説
と
し
て
初
め

て
本
格
的
な
企
画
脚
色
を
行
な
っ
た
「
三
四
郎
」（
作
・
夏
目
漱
石
、
脚
色
・
小
林
勝
）
が
、

映
画
監
督
・
山
本
嘉
次
郎
の
ラ
ジ
オ
初
演
出
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。》（
二
八
〇
頁
）
と
あ
る
。
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（
23
）
石
田
佐
久
馬
編
著
『
音
読
・
朗
読
・
黙
読
』（
東
京
書
籍
、
一
九
七
九
）、
な
ら
び
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
現
行
の
学
習
指
導
要
領
な
ど
参
照
。

＊
引
用
文
中
の
［　

］
内
の
文
言
は
、
稿
者
が
付
し
た
注
釈
で
あ
る
。

Radio,T
V
�and�Ishikaw

a�Jun�–�upon�using�the�N
H
K
�A
cadem

ic�A
ccess�

T
rial

Y
A
M
A
GU
CH
I�T
oshio

［A
bstract

］

　
　
　

U
sing�the�A

cadem
ic�A

ccess�T
rial�service�of�N

H
K
�[Japan’s�

national�public�broadcaster]�I�have�researched,�under�the�them
e�of�

‘w
hen�the�w

ritten�w
ords�of�novels�and�novelists�speak�through�the�

m
edia�of�im

ages,’�the�contents�(radio�and�television�program
s�

excluding�new
s�program

s)�available�for�access�in�the�N
H
K
�archives�

concerning�Ishikaw
a�Jun�and�his�w

orks.�In�this�paper�I�report�on�m
y�

findings�and�add�a�few
�observations�of�m

y�ow
n.

　
　
　

I�w
as�able�to�view

�or�listen�to�thirteen�program
s,�and�hear�

Ishikaw
a’s�actual�voice�answ

ering�questions�during�an�interview
.�

T
hrough�the�radio�dram

atization�of�Ishikaw
a’s�novel�T

aka�[“H
aw
k”]�

the�auditory�aspects�of�the�w
ork�w

ere�em
phasized�and�I�w

as�able�to�
confirm

�the�w
ay�in�w

hich�the�im
age�of�the�novel�becam

e�three-
dim
ensional.�In�program

s�in�w
hich�Ishikaw

a’s�w
ork�w

as�read�out�loud�
I�encountered�a�type�of�program

�in�w
hich�the�w

orld�of�the�story�w
as�

m
ixed�in�w

ith�im
ages�rather�than�just�the�text�being�sim

ply�read�out�
by�the�author�and,�apart�from

�the�w
ay�of�com

ing�into�contact�through�
a�departure�and�subsequent�return�to�the�w

ork,�I�learned�that�there�
is�another�w

ay�of�connecting�w
ith�w

orks�that�consists�of�stretching�
and�extending�them

,�w
ith�the�novel�itself�as�a�m

ere�vehicle�for�this.�
Finally,�from

�the�changes�in�or�am
plitude�of�program

s�in�w
hich�novels�

are�read�out�loud�I�w
as�able�to�add�som

e�observations�about�w
hat�

such�program
s�w
ith�a�considerably�long�history�are.
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ords
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